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大
念
寺
秋
季
祭
礼
前
夜
祭
で

大
き
な
注
目
を
集
め
る
太
鼓
大

会
。
団
員
に
は
失
敗
は
で
き
な

い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か

か
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
太
鼓
責
任
者
で

あ
る
石
田
さ
ん
は
「
重
要
な
役

に
任
命
さ
れ
て
、
正
直
、
戸
惑

い
ま
し
た
。
た
だ
、
参
加
し
て

く
れ
た
団
体
か
ら
「
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
も

ら
い
、
何
が
な
ん
で
も
成
功
さ

せ
る
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な

り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
し

た
。

　

他
の
太
鼓
大
会
で
は
、
太
鼓

を
地
面
と
平
行
に
置
く
平
太
鼓

が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
大
会
は
、
特
に
技
術
が
必

要
と
さ
れ
る
斜
め
に
太
鼓
を
置

く
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

団
長
の
山
口
さ
ん
は
「
斜
め

に
打
ち
込
む
太
鼓
は
本
当
に
難

し
い
の
で
す
が
、
そ
の
点
に
注

目
し
て
い
た
だ
く
と
よ
り
楽
し

め
る
大
会
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

天
ま
で
響
け

　

む
ず
か
し
い
太
鼓

　

成
功
さ
せ
る

　
　

強
い
気
持
ち太鼓責任者の石田さん

団長の山口さん

大
会
に
懸
け
る

熱
い
思
い

特集



町
の
臨
時
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、
あ
ら
か
じ
め
希
望
す

る
職
種
や
勤
務
時
間
等
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
に
応
じ
て
登
録
者
の
中
か

ら
雇
用
条
件
に
合
う
方
を
選
考
し
、
採
用
す
る
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
各
業
務
の
繁
忙
期
や
職
員
の
育
児
休
業
等
の
場
合
等
、
必
要
に
応
じ

て
臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
た
め
、
登
録
さ
れ
て
も
必
ず
し
も
雇
用
さ
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

登
録
条
件

登
録
を
希
望
す
る
職
種
に
必
要
な

資
格
免
許
等
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

職
務
遂
行
に
支
障
の
な
い
良
好
な

健
康
状
態
で
あ
る
こ
と

登
録
手
続

必
要
書
類

志
賀
町
臨
時
職
員
登
録
申
込
書

（
志
賀
町
役
場
総
務
課
、
富
来
支

所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

写
真
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
が
必
要
な
職
種
に
応
募
す
る

場
合
は
、
資
格
証
明
書
の
写
し

書
類
提
出
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、

志
賀
町
役
場
（
総
務
課
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に
臨

時
職
員
登
録
申
込
書

と
朱
書
き

し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
を
募
集
す
る
職
種
及
び
勤

務
条
件
等
（
表

）

登
録
受
付
期
間

随
時
受
付
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

登
録
完
了
の
お
知
ら
せ
は
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

登
録
有
効
期
間

登
録
有
効
期
間
は
、
平
成

年

月

日
ま
で
で
す
。

採
用
方
法

臨
時
職
員
の
雇
用
を
必
要
と
す
る

と
き
に
、
登
録
者
の
中
か
ら
書
類

選
考
や
面
接
な
ど
で
選
考
し
、
勤

務
条
件
等
を
説
明
し
た
上
で
採
用

し
ま
す
。

雇
用
期
間

名
簿
の
有
効
期
間
内
の
臨
時
的
業

職

種

勤
務
場
所

勤
務
時
間

業
務
内
容

資
格
条
件

一
般
事
務
補
助
員

役
場
、
出
先
機
関

午
前

時

分

午
後

時

分

資
料
作
成
、

整
理
等
の
補
助
、

デ
ー
タ
入
力
業
務

ワ
ー
ド

・

エ
ク
セ

ル

等
の
基
本
操
作
が
で

き
る
方

看
護
師准

看
護
師

富
来
病
院

午
前

時

分

午
後

時

分

看
護
師
業
務

看
護
師
又
は
准
看
護
師
免

許
を
有
す
る
方

病
院
看
護
助
手

富
来
病
院

午
前

時

分

午
後

時

分

看
護
の
補
助
業
務

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格

を
有
す
る
方

保

育

士

町
内
各
保
育
所

午
前

時

分

午
後

時

分

保
育
業
務

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

保
育
所
調
理
員

町
内
各
保
育
所

午
前

時

分

午
後

時

分

保
育
所
調
理
業
務

調
理
師
免
許
を
有
す
る
方

職

種

勤
務
場
所

勤
務
時
間

業
務
内
容

資
格
条
件

務
を
必
要
と
す
る
期
間
で
す
。（
原

則
と
し
て

ヶ
月
以
内
で
す
。

ヶ

月
延
長
の
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

最
長
で

年
以
内
と
し
ま
す
。）

そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
志
賀
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
又
は
役
場
総
務
課
職
員
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（

直
通
）

（
注
）
勤
務
時
間
は
標
準
的
な
勤
務
時
間
で
す
。
変
則
勤
務
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（表



平
成

年
度
志
賀
町
の
決
算
は
、
志
賀
原

子
力
発
電
所

号
機
に
係
る
固
定
資
産
税
の

大
幅
な
増
収
に
と
も
な
い
、
積
極
的
な
建
設

事
業
の
推
進
と
住
民
福
祉
の
向
上
、
将
来
の

財
政
負
担
に
配
慮
し
た
基
金
の
積
立
、
能
登

半
島
地
震
の
災
害
復
旧
・
復
興
な
ど
を
行

い
、過
去
最
大
の
決
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
市
街
地
を
整
備
す
る
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
や
各
種
産
業
基
盤
整

備
事
業
、
学
校
施
設
の
整
備
、
災
害
復
旧
事

業
な
ど
を
重
点
的
に
実
施
。特
別
会
計
で
は
、

下
水
道
整
備
事
業
の
促
進
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
整
備
事
業
に
本
格
着
手
し
、
公
営
企
業
会

計
で
は
、
水
道
事
業
で
志
賀
地
域
の
水
源
を

富
来
地
域
へ
配
水
す
る
事
業
な
ど
を
実
施

し
、
第
一
次
志
賀
町
総
合
計
画
の
テ
ー
マ
に

掲
げ
る

夢
・
未
来
の
創
造

笑
顔
あ
ふ
れ

る
能
登
ふ
れ
あ
い
の
郷

の
実
現
に
向
け
て

ま
い
進
し
ま
し
た
。

一般会計・特別会計決算

区 分 歳 入 歳 出

一般会計 億 万 千円 億 万 千円

国民健康保険特別会計 億 万 千円 億 万 千円

老人保健特別会計 億 万 千円 億 万 千円

農業集落排水事業特別会計 億 万 千円 億 万 千円

公共下水道事業特別会計 億 万 千円 億 万 千円

地域し尿処理施設整備事業特別会計 万 千円 万 千円

介護保険特別会計 億 万 千円 億 万 千円

町立診療所事業特別会計 億 万 千円 億 万 千円

簡易水道事業特別会計 万 千円 万 千円

ケーブルテレビ事業特別会計 億 万 千円 億 万 千円

公営企業会計決算

区 分 収 入 支 出

水道事業会計
収益的 億 万 千円 億 万 千円

資本的 億 万 千円 億 万 千円

町立富来病院事業会計
収益的 億 万円 億 万 千円

資本的 万 千円 億 万円

基金と地方債現在高

区 分 基 金 地 方 債

一般会計 億 万円 億 万 千円

国民健康保険特別会計 億 万 千円 ─

老人保健特別会計 ─ ─

農業集落排水事業特別会計 ─ 億 万 千円

公共下水道事業特別会計 万円 億 万 千円

地域し尿処理施設整備事業特別会計 ─ 億 万 千円

介護保険特別会計 万 千円 ─

町立診療所事業特別会計 ─ ─

簡易水道事業特別会計 万 千円 億 万 千円

ケーブルテレビ事業特別会計 ─ 億 万円

水道事業会計（ 減債積立金） 億 万円 億 万 千円

町立富来病院事業会計 ─ 億 万 千円

一般会計の主な事業
【ハード事業】

・ショートステイ整備事業 億 万円
・赤崎漁港海岸高潮対策事業 万円
・領家漁港整備事業 万円
・まちづくり交付金事業 億 万円
・消火栓新設事業 万円
・小学校施設整備事業 億 万円
・統合中学校建設事業 億 万円
・地区公民館改修事業 万円
・能登半島地震災害復旧費 億 万円

【ソフト事業】
・能登半島地震災害見舞金 万円
・行政改革推進事業 万円
・コミュニティバス運行経費 万円
・財政調整基金積立金 億 万円
・能登半島地震災害救助費 万円
・県被災者再建支援事業 億 万円
・能登半島地震廃棄物処理費 億 万円
・乳幼児児童医療費助成事業 万円
・児童手当支給事業 億 万円
・障害者自立支援給付事業 億 万円
・高生産性農業集積事業 万円
・商工会助成事業 万円
・中学校部活動事業 万円
・文化振興特別事業 万円

一般会計の主な事業
【ハード事業】

・ショートステイ整備事業 億 万円
・赤崎漁港海岸高潮対策事業 万円
・領家漁港整備事業 万円
・まちづくり交付金事業 億 万円
・消火栓新設事業 万円
・小学校施設整備事業 億 万円
・統合中学校建設事業 億 万円
・地区公民館改修事業 万円
・能登半島地震災害復旧費 億 万円

【ソフト事業】
・能登半島地震災害見舞金 万円
・行政改革推進事業 万円
・コミュニティバス運行経費 万円
・財政調整基金積立金 億 万円
・能登半島地震災害救助費 万円
・県被災者再建支援事業 億 万円
・能登半島地震廃棄物処理費 億 万円
・乳幼児児童医療費助成事業 万円
・児童手当支給事業 億 万円
・障害者自立支援給付事業 億 万円
・高生産性農業集積事業 万円
・商工会助成事業 万円
・中学校部活動事業 万円
・文化振興特別事業 万円

夢
・
未
来
の
創
造

笑
顔
あ
ふ
れ
る

能
登
ふ
れ
あ
い
の
郷

づ
く
り
に
向
け
て



【歳入 用語の解説】
・町税 住民税、固定資産税
等

・各種譲与税及び交付金 国
が各種制度により徴収し、
町へ配分するもの

・地方交付税 国税から一定
の基準に基づいて地方に交
付される交付金

・分担金及び負担金 事業の
受益者負担金

・国・県支出金 国・県から
の事業補助金等

・繰入金 基金（貯金）から
取り崩すもの

・町債 町の建設事業に充て
る借入金（借入金の多くは、
国から地方交付税として町
に補てんされます。）

・その他 施設使用料・手数
料、諸収入等

財財政政健健全全化化判判断断比比率率及及びび資資金金不不足足比比率率のの公公表表財政健全化判断比率及び資金不足比率の公表
夕夕張張市市ののよよううなな財財政政破破綻綻をを未未然然にに防防ぐぐたためめ、、平平成成 年年 月月にに財財政政健健全全化化法法がが成成立立しし、、町町のの財財政政がが健健全全かかどどううかか夕張市のような財政破綻を未然に防ぐため、平成 年 月に財政健全化法が成立し、町の財政が健全かどうか

をを判判断断すするるたためめ、、次次のの 指指標標かかららななるる 財財政政健健全全化化判判断断比比率率 及及びび 資資金金不不足足比比率率 のの公公表表がが義義務務付付けけらられれままししたた。。を判断するため、次の 指標からなる 財政健全化判断比率 及び 資金不足比率 の公表が義務付けられました。
指指標標ととはは、、 実実質質赤赤字字比比率率 連連結結実実質質赤赤字字比比率率 実実質質公公債債費費比比率率 将将来来負負担担比比率率でで、、ここれれららののううちち指標とは、 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率で、これらのうち
つつででもも 国国がが定定めめるる基基準準をを超超ええるるとと、、そそのの町町でではは 健健全全化化計計画画 をを策策定定しし、、国国のの指指導導下下にに置置かかれれるるここととににつでも 国が定める基準を超えると、その町では 健全化計画 を策定し、国の指導下に置かれることに

ななりりまますす。。なります。
志志賀賀町町でではは、、平平成成 年年度度決決算算額額ををももととにに各各指指標標をを算算出出ししたたととこころろ、、いいずずれれのの比比率率ににおおいいててもも国国のの基基準準をを大大きき志賀町では、平成 年度決算額をもとに各指標を算出したところ、いずれの比率においても国の基準を大き

くく下下回回りり、、町町財財政政はは健健全全ででああるるとといいううここととがが判判断断ででききままししたた。。く下回り、町財政は健全であるということが判断できました。

指標の区分 指 標 の 内 容 国の指導基準

実質赤字比率 普通会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率 当町は 以上

連結実質赤字比率 全会計の実質赤字等の標準財政規模に対する比率 当町は 以上

実質公債費比率 普通会計の公債費及び公債費に準ずる実質的な負担額
の標準財政規模に対する比率 以上

将来負担比率 公営企業、出資法人を含めた普通会計の実質的負債の
標準財政規模に対する比率 以上

資金不足比率 公営企業の資金不足額の事業の規模に対する比率 以上

指標の区分 指 標 の 内 容 国の指導基準

実質赤字比率 普通会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率 当町は 以上

連結実質赤字比率 全会計の実質赤字等の標準財政規模に対する比率 当町は 以上

実質公債費比率 普通会計の公債費及び公債費に準ずる実質的な負担額
の標準財政規模に対する比率 以上

将来負担比率 公営企業、出資法人を含めた普通会計の実質的負債の
標準財政規模に対する比率 以上

資金不足比率 公営企業の資金不足額の事業の規模に対する比率 以上

指標の区分 算 出 値 備 考

実質赤字比率 ％ 一般会計が黒字決算であるため。

連結実質赤字比率 ％ 一般、特別・企業会計とも黒字決算であるため。

実質公債費比率 ． ％ 平成 年度 年度の ヶ年平均値

将来負担比率 ． ％

資金不足比率 ％ 全公営企業会計で資金不足が生じていないため
（水道・病院・下水道・簡易水道事業）

指標の区分 算 出 値 備 考

実質赤字比率 ％ 一般会計が黒字決算であるため。

連結実質赤字比率 ％ 一般、特別・企業会計とも黒字決算であるため。

実質公債費比率 ． ％ 平成 年度 年度の ヶ年平均値

将来負担比率 ． ％

資金不足比率 ％ 全公営企業会計で資金不足が生じていないため
（水道・病院・下水道・簡易水道事業）

【歳出 用語の解説】
・議会費 町議会に関する経
費

・総務費 庁舎管理や他の経
費に属さない経費

・民生費 住民の福祉に属す
る経費

・衛生費 保健事業や環境対
策に関する経費

・労働費 住民の労働対策に
関する経費

・農林水産業費 農林水産業
の振興に関する経費

・商工費 商工業、観光、企
業誘致に関する経費

・土木費 道路や河川の整備
経費

・消防費 消防、交通安全対
策経費

・教育費 学校教育や生涯学
習の振興経費

・災害復旧費 災害時の復旧
経費

・公債費 町の借入金の元金
及び利子

指指標標及及びび資資金金不不足足比比率率のの定定義義指標及び資金不足比率の定義

志志賀賀町町のの算算出出ししたた指指標標志賀町の算出した指標

一一般般会会計計のの状状況況一般会計の状況



　

■
住
民
課
国
保
年
金
係　
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〇
平
成
20
年
４
月
か
ら
８
月
の
間
に
、
後

期
高
齢
者
医
療
に
加
入
さ
れ
た
方
で
、
当

制
度
に
加
入
す
る
直
前
ま
で
被
用
者
保
険

（
国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
）
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
方
は
、
10
月
か
ら
保
険
料

を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

75
歳
の
誕
生
日
が
来
て
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、
誕
生
月
の

翌
々
月
に
保
険
料
の
案
内
通
知
が
お
手
元

に
届
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
か
ら
保
険
料
を

お
支
払
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

〇
保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
は
、
原
則
年

金
天
引
き
で
す
。
た
だ
し
、
年
金
受
給
金

が
年
額
18
万
円
未
満
の
方
や
、
介
護
保
険

料
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
を
合
わ

役
場
職
員
を
名
乗
る

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

×
還
付
金
が
あ
る
と
言
っ
て

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
）

　

ま
で
い
か
せ
る

×
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
お
金

　

を
振
り
込
ま
せ
る
。　
　

　

役
場
か
ら
保
険
料

　

お
支
払
の
ご
案
内

　

や
還
付
す
る
際
は
、

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

　

求
め
ま
せ
ん
。

　

〜
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
お
知
ら
せ
〜

せ
た
額
が
年
金
受
給
金
の
２
分
の
１
を
超

え
る
方
に
つ
い
て
は
、
納
付
書
・
口
座
振

替
等
で
納
め
て
頂
き
ま
す
。
※
保
険
料
の

案
内
通
知
に
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
納
付
書
が
届
い
た
方
へ
】

　

納
付
書
が
届
い
た
方
は
、
納
期
限
ま
で

に
お
近
く
の
金
融
機
関
、
ま
た
は
役
場
会

計
課
に
て
お
支
払
い
下
さ
い
。

　

納
付
書
に
書
か
れ
た
納
期
限
を
過
ぎ
て

も
、
保
険
料
の
お
支
払
い
が
確
認
で
き
な

い
場
合
に
は
、
住
民
課
の
職
員
が
電
話
・

訪
問(

身
分
証
等
を
必
ず
携
帯
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い)

さ
せ
て
頂
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
の
お
支
払
い
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

年
金
天
引
き
以
外
の
方
は
、
お
支
払
い

が
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
申
込
み
が
必
要
で
す
。）　



①
他
の
健
康
保
険
に
加
入

   

し
た
と
き

　
　
　

⇦　

　

国
保
喪
失
の
手
続
き
が

　

必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
新
し
く
加
入
し
た
健
康

　

保
険
証

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

・
印
鑑

②
職
場
の
健
康
保
険
を

   

や
め
た
と
き　

　
　
　

⇦

　　

国
保
加
入
の
手
続
き
が

　

必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
を

　

や
め
た
証
明
書

・
印
鑑

① 

保
険
証
の
交
付

③ 

古
い
保
険
証
は

② 

保
険
証
が
届
い
た
ら

　

被
保
険
者
証
は
１
人
１
枚

交
付
さ
れ
ま
す
。
被
保
険
者

全
員
分
の
被
保
険
者
証
を
世

帯
主
宛
に
配
達
記
録
郵
便
に

て
郵
送
し
ま
し
た
。た
だ
し
、

短
期
保
険
証
ま
た
は
資
格
証

明
書
の
方
に
つ
い
て
は
、
直

接
役
場
ま
で
取
り
に
来
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
・

生
年
月
日
・
住
所
な
ど
に
間

違
い
が
な
い
か
、
ま
た
、
加

入
者
に
間
違
い
が
な
い
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
の
切
れ
た
古
い

保
険
証
は
、
住
民
課
ま
た
は

富
来
支
所
ま
で
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
ご
自
身
で
破
棄
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
、
就
職
さ
れ
た
方

国
保
加
入
・
喪
失
の
届
け
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

◆
お
問
い
合
せ
◆

　

住
民
課　

国
保
年
金
係
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注　

社
会
保
険
等
に
加
入
手

続
き
し
た
の
に
、
ま
だ
社
会

保
険
の
保
険
証
が
手
元
に
な

い
方
は
、
保
険
証
が
手
元
に

届
い
て
か
ら
、
国
保
脱
退
の

届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

間
、
医
療
機
関
へ
か
か
る
場

合
は
医
療
機
関
の
窓
口
で「
手

続
き
中
で
す
」
と
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

注　

厚
生
年
金
や
各
種
共
済

組
合
等
の
年
金
を
受
け
ら
れ

る
方
で
、
そ
の
年
金
加
入
期

間
が
20
年
以
上
、
も
し
く
は

40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10

年
以
上
あ
る
方
は
「
退
職
者

医
療
制
度
」
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
年
金
証
書
も
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

国民健康保険被保険者証



ケーブルテレビ

ＩＣＴで快適・便利・安心・安全なくらしへ

ケーブルテレビ　　

志賀町ＣＡＴＶ整備事業
最新情報、まちのホットな情報をお届けします

　志賀町では現代の情報化社会への対応、また国（総務省）が進めるユビキタスネット
社会の実現を図るため、町内全域にＣＡＴＶ網を敷設し、情報通信基盤整備を推進します。

2008.10　NO.14

≪ 11月１日以降も随時受付しますが、設置工事が遅くなります ≫

●●●●●●●●●●●●●●●●     ●●●●●●●●     ●●●●●●●●●●●●●●●●     ●●●●●●●●     ●●●●●● ●●●●●● ●● 

【IP 音声告知端末】 【 現在の　　　　　　　
　　

　アナログ無線方式端末　】

　

こ
の
期
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
さ
れ
な
い
世

帯
は
、
年
内
の
設
置
工
事
が
出
来
ず
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ
ス
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
申
込
書
の
提
出
を
お
急
ぎ
く
だ
さ

い
。（
た
だ
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
申

し
込
み
は
、
11
月
１
日
以
降
も
随
時
受
付
し
ま

す
。）

　

平
成
21
年
１
月
（
予
定
）
か
ら
防
災
行
政
放

送
は
、
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
に
切
り
替
わ
り
ま

す
の
で
、
全
世
帯
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
屋
外
子
局
は
、
今
ま
で
ど
お
り
放
送

さ
れ
ま
す
。

■ 

10
月
１
日
（
水
）
全
面
開
局

　

多
く
の
皆
様
か
ら
の
加
入
申
し
込
み
、
ま
た

ご
協
力
を
い
た
だ
き
志
賀
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｓ
Ｃ
Ｎ
）
は
開
局
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
か
ら
志
賀
町
自
主
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
し
か
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
も
本
放
送
を
開
始
し
ま
す
。

《
し
か
チ
ャ
ン
ネ
ル
》

　
　

◇ 

ア
ナ
ロ
グ
放
送 

↓ 

５
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
　

◇ 

デ
ジ
タ
ル
放
送 

↓ 

９
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
　

◇ 

Ｓ
Ｔ
Ｂ 

↓ 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
０
３
８
）

《 雷（カミナリ）対策について》
　
　ご家庭のケーブルテレビ関係機器や電気製品を雷（カミナ
リ）被害から守るため、次のような対策があります。

①ケーブルテレビ関連機器や電気製品（テレビ、パソコ
ン、エアコン、ボイラー、電話等）に雷（カミナリ）ガー
ド付き電源コンセントを利用する。

②落雷被害が予想される場合は、ケーブルテレビ関連機
器や上記電気製品の電源をコンセントから外す。

※これから冬場にかけて、雷が多く発生する時期となります。
　ケーブルテレビの雷対策等に、ご協力をお願いします。



CATV
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■ 町内ＩＰ電話について
　
【町内ＩＰ電話のかけ方】
町内ＩＰ電話加入者間では、最初に「８」を付け
て、今までのＮＴＴの電話番号を押してください。
「ピッピッピッピロローン」と音がしてからダイ
ヤルします。

※ＮＴＴナンバーディスプレイサービスをご利用
の方で、ＩＰ音声告知端末に電話機を接続すると、
電話番号が表示されない場合があります。
　その際は情報推進課【32-9261または32-9999】
までご連絡をお願いします。

※公共施設や事業所はまだケーブルテレビの工事
が済んでいませんので、町内ＩＰ電話でかけるこ
とはできません。工事が完了するまでしばらくお
待ちください。

　

ア
ナ
ロ
グ
式
防
災
行
政
放
送
（
宅
内

端
末
・
屋
外
子
局
）
か
ら
Ｉ
Ｐ
音
声
告

知
放
送
及
び
デ
ジ
タ
ル
無
線
式
屋
外
子

局
へ
の
完
全
移
行
に
向
け
、
左
記
日
程

で
宅
内
・
屋
外
と
も
に
試
験
放
送
を
行

い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
10
月
22
日
（
水
）
〜
23
日
（
木
）

　

町
内
全
屋
外
子
局
か
ら
個
別
に
試

験
放
送
を
行
い
ま
す
。

■
10
月
24
日
（
金
）

　

Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
か
ら
最
大
音

量
で
、
町
内
一
斉
に
試
験
放
送
を
し

ま
す
。

　

志
賀
町
内
で
は
現
在
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
、
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
ま
す
が
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
に

よ
り
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用

し
た
最
大
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
（
ベ
ス
ト

エ
フ
ォ
ー
ト
）
の
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
志
賀
町
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
長
所
】

①
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
か
ら
、
中

継
局
か
ら
の
距
離
に
関
係
な
く
、音
楽
、

映
像
、
デ
ー
タ
の
大
容
量
フ
ァ
イ
ル
の

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
（
上
り
）、ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
（
下
り
）
が
高
速
で
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
ま
す
。

②
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
モ
デ
ム
ス
プ
リ
ッ
タ
な
ど

の
機
器
が
不
要
と
な
り
、
Ｉ
Ｐ
音
声
告

知
端
末
と
パ
ソ
コ
ン
を
接
続
す
る
だ
け

で
、
手
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
を
は
じ
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

③
初
期
登
録
料
５
，
２
５
０
円
（
初
回

の
み
）、
月
額
利
用
料
金
４
，
７
２
５

円
【
プ
ロ
バ
イ
ダ
料
金
込
（
有
料
テ

レ
ビ
コ
ー
ス
と
セ
ッ
ト
加
入
で
３
，

６
７
５
円
）】
で
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
利
用
で
き
ま
す
。
個
別
の
プ
ロ
バ
イ

ダ
料
金
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
利
用

料
や
モ
デ
ム
レ
ン
タ
ル
料
は
不
要
と
な

り
ま
す
。

（
注
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
最
低
利

用
期
間
は
１
年
間
で
す
。
そ
の
後
の
利
用
期

間
は
１
ケ
月
単
位
の
自
動
更
新
と
し
ま
す
。

■ ケーブルテレビ保守点検作業のお知らせ
　
　設備保守点検作業のため、下記の日時にテレビ放
送・町内・域外ＩＰ電話・インターネットサービス
が停止します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いいたします。

　
　日　時：平成２０年１０月３日（金）
　　　　　　午前１時～午前５時
　　　　　　◎テレビ放送
　　　　　　◎町内・域外ＩＰ電話
　　　　　　◎インターネットサービス

※上記時間帯の内、数十分間サービスが停止します。

※
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
の
『
用

件
』
ラ
ン
プ
（
緑
色
）
が
点
灯

し
て
い
た
ら
、
次
の
方
法
で
ラ

ン
プ
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。

①
『
用
件
』
ラ
ン
プ
を
押
す
。

②
『
消
去
』
ラ
ン
プ
（
オ
レ

ン
ジ
色
）
が
点
滅
し
た
ら
、『
消

去
』
ラ
ン
プ
を
押
す
。



❖❖❖ １０月の放送予定 ❖❖❖

　

し
か
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
新
町
の
将
来
像
に
掲

げ
ら
れ
た
６
つ
の
基
本
方
針
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
自

主
番
組
の
制
作
及
び
放
送
を
行
い
ま
す
。

○
や
す
ら
ぎ
テ
レ
ビ
（
健
康
・
福
祉
）

　
　

保
健
・
福
祉
・
高
齢
者
・
地
域
組
織
活
動
・

　
　

社
会
福
祉
活
動
・
子
育
て

○
い
き
お
い
テ
レ
ビ
（
産
業
振
興
）

　
　

農
林
水
産
業
・
企
業
誘
致
・
産
業
・
観
光
・

　
　

体
験
交
流

○
う
る
お
い
テ
レ
ビ
（
生
活
環
境
）

　
　

自
然
保
全
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
道
路
・
公
園
・

　
　

上
下
水
道
・
消
防
・
防
犯
・
原
子
力

○
か
が
や
き
テ
レ
ビ
（
教
育
・
文
化
）

　
　

学
校
・
教
育
・
公
民
館
・
図
書
館
・
文
化
財
・

　
　

ス
ポ
ー
ツ
・
伝
統
芸
能
・
ま
つ
り

○
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ビ(

住
民
参
画
・
地
域
間
交
流)

　
　

ま
ち
づ
く
り
活
動
・
住
民
参
加
番
組
・

　
　

男
女
共
同
参
画
・
国
際
・
地
域
間
交
流

○
み
ら
い
テ
レ
ビ
（
行
政
）

　
　

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
ニ
ュ
ー
ス

※都合により、放送時間、放送内容を変更する場合があります。

ケーブルテレビ



　９月１５日（祝）に１００歳を迎えた美
び

　よみさん（東
小室）に１６日、細川町長が自宅を訪れ、花束と祝い状
などを手渡しました。
　美さんは少し耳が遠いものの、元気に生活しています。
細川町長は「おめでとうございます。まだまだ長生きし
てください」とお祝いの言葉を述べました。

　堀松小学校の児童が、９月１４日（日）から行われる
２００８全日本ジュニア綱引選手権大会に出場すること
になり、役場で報告会がありました。
　出場する児童は１０名で、県大会で３位に入り、県綱
引連盟の推薦で選ばれました。
　教育長は「堀松には綱引祭りという神事があります。
全国大会では力を発揮し、お世話になった方々への感謝
を忘れず頑張ってください」と激励しました。
　キャプテンの矢留くんは「夏休みから練習してきた成
果を発揮して頑張ります」と意気込みを話しました。

堀松キッズが綱引きで全国大会出場

１００歳おめでとうございます

　９月４日（木）に高浜小学校の児童５７人が福野に
ある田んぼで稲刈りを体験しました。
　ほとんどの児童は稲刈り初体験で、最初は楽しく
刈っていたものの、だんだんと「かゆい」「切れん」
と言いながら稲刈りの難しさを実感していました。
　この稲刈りは、社会科の授業の一環として行われて
いるもので、刈り取られたもち米は１１月の収穫祭で
餅つきをして味わう予定です。　

稲刈りって難しいね

　第３３回県学童野球選手権で優勝し、青山教育長に大会の結果
を報告しました。
　また、同クラブは県代表として全日本学童軟式野球大会（小学
生の甲子園と呼ばれている）での結果も合わせて報告されました。
　保護者を代表して村中和彦さんが「全国大会では、目標として
いたベスト８入りはなりませんでしたが、全国大会でも戦えると
いう自信とたくましさが身に付きました」と話しました。
　主将の村中健哉くんは「残りの大会も優勝旗を持ち帰りたい」
と話しました。
　現在、同クラブには春、夏、秋の県大会と松井秀喜杯の４つの
優勝旗があります。

富来ますほ学童野球クラブが県大会優勝



町県民税、国民健康保
険税の納期限は
月 日（金）までです。

母
子
自
立
支
援
相
談

母
子
自
立
支
援
相
談

母
子
家
庭
の
方
々
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど
も
の

こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職
の
こ
と

な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と

き

月

日（
木
）

午
前

時

午
後

時

毎
月
第

木
曜
日

と
こ
ろ

役
場
相
談
室

お
問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

揺
さ
ぶ
ら
れ
っ
こ
症
候
群

を

ご
存
じ
で
す
か

ま
だ
、
首
が
す
わ
っ
て
い
な
い
乳

児
を
強
く
揺
さ
ぶ
っ
た
こ
と
が
原
因

で
赤
ち
ゃ
ん
が
脳
内
出
血
を
起
こ
し

て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
す
。

乳
幼
児
の
脳
は
頭
が
い
骨
よ
り
小

さ
く
で
き
て
い
る
た
め
、
頭
を
揺
さ

ぶ
る
こ
と
で
脳
が
大
き
く
動
い
て
し

ま
い
、
脳
と
頭
が
い
骨
を
結
ぶ
静
脈

子育て相談 地域子育て支援センター（志賀町乳幼児保育園内）子育て相談

総
合
相
談
（
無
料
）

総
合
相
談
（
無
料
）

総
合
相
談
所
を
町
内

カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
員

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、民
生
・
児
童
委
員
、司
法
書

士
の
方
々
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

《
志
賀
地
域
》

と

き

月

日
（
金
）

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

階

お
問
い
合
せ
先

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

《
富
来
地
域
》

と

き

月

日
（
金
）

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー

階

お
問
い
合
せ
先

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
富
来
支
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

と

き

月

日
（
水
）

午
後

時

時

分

が
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

け
い
れ
ん
以
外
に
目
立
っ
た
症
状
が

な
い
た
め
、
脳
内
出
血
と
は
な
か
な

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

強
く
揺
さ
ぶ
っ
て
は
い
け
な
い
年

齢
の
目
安
は
、

歳
半
位
ま
で
で
、

繰
り
返
し
強
く
揺
さ
ぶ
ら
な
い
限
り
、

そ
れ
ほ
ど
心
配
す
る
こ
と
は
な
さ
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
が
泣
き

や
ま
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
イ
ラ
イ

ラ
し
て
揺
さ
ぶ
り
続
け
る
の
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
も
し
け
い
れ
ん

が
で
た
ら
、
す
ぐ
に
医
師
に
診
察
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。（
石
川
県

関

係
者
の
た
め
の
子
ど
も
虐
待
防
止
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
（
改
訂
版
）
よ
り

お
問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
志
賀
町

で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
病
・

重
症
化
防
止
を
目
的
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の
か

ぜ
と
は
異
な
り
、
頭
痛
や
関
節
痛
、

筋
肉
痛
が
激
し
く
、
突
然

度
近
い

熱
が

日
ほ
ど
続
き
ま
す
。
特

に
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
気
管
支
炎

や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
、
重
症
化
し

た
り
死
亡
し
た
り
す
る
確
率
が
高
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
。
外
出
時
の
マ

ス
ク
使
用
や
帰
宅
後
の
う
が
い
・
手

洗
い
は
、
普
通
の
か
ぜ
予
防
と
あ
わ

せ
て
お
勧
め
し
ま
す
。

予
防
接
種
に
つ
い
て

【
対
象
者
】

満

歳
以
上
の
方

満

歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
・
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

た
だ
し
、
予
防
接
種
を
受
け
る
義

務
は
な
く
、
希
望
す
る
方
の
み
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
接
種
期
間
】

平
成

年

月

日
（
水
）

月

日
（
土
）

【
接
種
方
法
】

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
対
象

者
の
方
全
員
に

接
種
券
・
予
診
票

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
配
布
さ
れ
た

接
種
券
・
予
診
票
（
表
裏

枚
）
と

健
康
手
帳
を
持
っ
て
、
接
種
協
力
医

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

と

き

毎
週
木
曜
日

（
祝
・
祭
日
は
除
く
）

午
後

時

分

時

と
こ
ろ

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

階
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

相
談
料

分
以
内

千
円

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

は
相
談
無
料
で
す
。

ク
レ
サ
ラ
相
談

負
担
が
困
難
な
方
で
法
律
扶
助

資
力
基
準
に
該
当
す
る
方
。

相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
午
後

時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（）

へ

電
話
予
約
く
だ
さ
い（
先
着

名
）。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

療
機
関
に
て
接
種
し
て
下
さ
い
。
接

種
協
力
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
配

布
さ
れ
た
案
内
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
自
己
負
担
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

皆
様
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き
等

に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

役
場
健
康
福
祉
課
窓
口

第
（
木
曜
日
）

午
前

時

時（

・

）

第

・
第
（
木
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

富
来
支
所
総
合
窓
口

第

・
第
（
水
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

高
浜
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

高
浜
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

授
業
公
開
・
学
校
公
開

月

日
、

日
、

日
、

日

高
浜
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

月

日（
日
）

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
せ
先

商
工
観
光
課

第

回
羽
松
祭

第

回
羽
松
祭

テ
ー
マ

時

月

日（
月
）

午
前

時

分

時

分

体
育
館

ス
テ
ー
ジ
発
表
・
ク
ラ

ス
作
品
紹
介

午
前

時

午
後

時

模
擬
店

生
徒
、
保
護
者
の
餅
つ

き
・
お
は
ぎ
・
喫
茶
・
果
物
等



月

日
か
ら

日
ま
で

全
国

地
域
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
講
習
会
を

実
施
し
ま
す

団
塊
、
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

地
域
で
輝
け

シ
ニ
ア
の
底
力

あ
な
た
の
経
験

地
域
の
財
産

と

き

月

日
（
土
）
午
後

時

分

午
後

時

と
こ
ろ

宝
達
志
水
町
ア
ス
テ
ラ
ス

対

象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

興
味
の
あ
る
方

定

員

名

参
加
費

無
料

申
込
み
、
詳
細
に
つ
い
て
は

志
賀
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

て
の
子
ど
も
達
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
な
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

は
が
き
、
封
書
ま

た
は

に
よ
る
応
募
、

人
何

点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
は
が
き

枚
ま
た
は

用
紙

枚
、
封

書

通
に
つ
き
、
標
語
は

作
品
の

み
と
し
ま
す
。
応
募
に
あ
た
り
、
標

語
の
他
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
カ
ナ
）、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募

人

何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、

回

の
応
募
に
つ
き
、
標
語
は

作
品
し

か
入
力
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
先

東
京
都
港
区
西
新
橋

西
新
橋

ビ
ル

こ
ど
も
未
来
財
団

標
語
募
集

係
宛

応
募
上
の
注
意

自
身
で
創
作
し

た
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

な
お
、応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
期
間

平
成

年

月

日

（
月
）

月

日
（
水
）

郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
と
し
ま
す
。

表
彰

入
選
作
の
う
ち

点
を
最

優
秀
作（
厚
生
労
働
大
臣
賞
）と
し
、

中
央
行
事
に
お
い
て
賞
状
、
賞
品

お
よ
び
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

事
務
局

東
京
都
港
区
西
新
橋

西
新
橋

ビ
ル

こ
ど
も
未
来
財
団

調
査
研
究

部
調
査
研
究
課

防
犯
交
通
標
語
を
募
集
し
ま
す

と

き

月

日
（
火
）

午
前

時

分

午
後

時

と
こ
ろ

道
の
駅

旬
菜
館

前

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

て
ん
と
市

志
賀
町
の
防
犯
・
交
通
意
識
の
高
揚

を
目
的
に
防
犯
・
交
通
安
全
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

入
賞
者
に
は
、
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
特
選
作
品
は
、
町
内
主
要

個
所
で

年
間
掲
示
さ
れ
ま
す
。

対

象

志
賀
町
民（
人

点
ま
で
）

期

限

月

日
（
土
）
ま
で

提
出
先

生
活
安
全
課
ま
た
は
富
来
交
番

お
問
い
合
せ
先

生
活
安
全
課

な
い
工
夫
や
出
た
ご
み
の
分
別
の
仕

方
を
学
ぶ
。

と

き

月

日（
日
）

午
前

時

分

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、箸

講

師

室
谷

加
代
子
氏

古
着
を
使
っ
て
小
物
を
作
り
、
ご

み
を
出
さ
な
い
工
夫
と
布
の
有
効
利
用

と

き

月

日（
土
）

午
前

時

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

の
布

枚
、

裁
縫
道
具

講

師

原
田

洋
子
氏

申
込
先

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

古
着
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

と

き

月

日
（
日
）

午
前

時
受
付
、

時
出
発

と
こ
ろ

志
賀
町
高
浜
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

参
加
費

円
（
完
歩
記
念

に

チ
カ
ラ
餅

を
振
舞
い
ま
す
。

コ
ー
ス

高
浜
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

三
明
（
休
憩
あ
り
、

）
復

路
は
貸
切
バ
ス
で
帰
り
ま
す
。
高

浜
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
は

時

分
着
予
定

申
し
込
み

月

日
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

高
浜
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

児
童
手
当
は

月

日
、

月

日
、

月

日
が
支
払
日
で
す
。

支
払
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

は
そ
の
直
前
の
日
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
、

月

日（
金
）に

月

分

月
分
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

振
込
通
知
の
送
付
は
致
し
ま
せ
ん
の

で
、
金
融
機
関
の
通
帳
で
確
認
を
お

願
い
し
ま
す

お
問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

今
月
は
児
童
手
当
の
定
例

支
払
月
で
す

今
月
は
児
童
手
当
の
定
例

支
払
月
で
す

鉄
路
廃
線
跡
ウ
ォ
ー
ク

北
鉄
能
登
線
パ
ー
ト

鉄
路
廃
線
跡
ウ
ォ
ー
ク

北
鉄
能
登
線
パ
ー
ト

と

き

月

日
（
日
）

午
前

時
か
ら

と
こ
ろ

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

参
加
費

大
人

円

小
人

円

主

催

志
賀
町
将
棋
愛
好
会

お
問
い
合
せ
先

秋
の
志
賀
町
将
棋
大
会
を
開
催

原
子
力
の
日
記
念
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

原
子
力
の
日
記
念
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

と

き

月

日
（
日
）

午
後

時

分

時

と
こ
ろ

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

講

師

児
玉
清
氏（
俳
優
、司
会
者
）

演

題

知
恵
こ
そ
大
事

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

お
問
い
合
せ
先

能
登
原
子
力
セ
ン
タ
ー

平
成

年
度
第

回

児
童

福
祉
週
間

標
語
募
集

月

日
の

子
ど
も
の
日

か

ら

週
間
を

児
童
福
祉
週
間

と

定
め
て
、
元
気
で
頑
張
る
子
ど
も
達

を
応
援
す
る
標
語
や
、
未
来
に
向
け

料
理
を
と
お
し
て
、
ご
み
を
出
さ

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い
情
報

平
成

年

月
か
ら
開
始
す
る

裁
判
員
制
度

に
つ
い
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
頂
く
た
め
、

左
記
の
と
お
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

日

時

月

日（
日
）

午
後

時

分

場

所

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

内

容

第

部

映
画
上
映

（
広
報
映
画
審
理
又
は
評
議
）

第

部

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
志
賀
町
出

身
の
國
田
武
二
郎
弁
護
士
、
林
正

彦
判
事
が
参
加
し
ま
す
。

裁
判
員
制
度
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

裁
判
員
制
度
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す



子育て相談 子育て支援課子育て相談

福
祉
の
向
上
に
心
温
た
ま
る
ご
芳
志

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

高
浜
町
大
生
地
建
様
よ
り
、
福
祉

向
上
に

万
円

志賀町が所有する下記の土地を、最低売却価格の提示による競争入札とし、売払いします。

物
件
番
号

所在土地
登記地積 最低売却価格（円）

備 考
坪 全体 単価 坪単価

高浜町ノ 番 《旧町営住宅跡地》

高浜町ノ 番 《新志賀中学校前》

堀松寅 番 《旧堀松保育園付近》

堀松寅 番 《旧堀松保育園付近》
まで貸付中

堀松ニ 番 《旧給食センター跡地》

堀松ニ 番 《旧給食センター跡地》

堀松ニ 番 《旧給食センター跡地》

富来地頭町乙 番 《 富来交換所付近》

富来領家町ホ 番 《しおさい団地付近》

物
件
番
号

所在土地
登記地積 最低売却価格（円）

備 考
坪 全体 単価 坪単価

入 札 期 間 月 日（水） 月 日（水）

入 札 場 所 志賀町役場（ 階）企画財政課 監理室内
受付時間は、午前 時 分 午後 時までです。
なお、土、日、祝日の受付は行いません。

そ の 他 志賀町役場 企画財政課 監理室内で、土地売払い入札要領 を配布しています。

お問い合せ先 志賀町役場 企画財政課 監理室内 （代表）

町町有有地地のの売売払払いいににつついいててののおお知知ららせせ町有地の売払いについてのお知らせ

第

回

マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
開
催

あ
つ
ま
れ

マ
タ
ニ
テ
ィ
フ
レ
ン
ド

期
間

対
象

内
容

心
ぽ
か
ぽ
か
お
は
な
し
会

母
と
子
の
絆
と
は

マ
マ
か
ら
は
じ
め
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

会
費

会
場

主
催
・
申
込
み
先

志
賀
町
乳
幼
児
保
育
園

職
種

介
護
職
員

人
員

若
干
名

職
務
内
容

法
人
内
の
介
護
老
人

福
祉
施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
等
で
の
利
用
者
の
介
護

勤
務
地

赤
住
、
酒
見
、
高
浜
町

の
い
ず
れ
か
の
事
業
所

資
格

不
問

な
お
、
介
護
福
祉
士
有
資
格
者

は
優
遇
し
ま
す

ま
た
、
資
格
の
な
い
方
で
も
当
法

人
で
の
実
務
経
験
等
の
の
ち
、
国

家
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
ぜ
ひ
、
介
護
の
専
門
職
を

目
指
し
、
い
っ
し
ょ
に
働
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

年
齢

不
問

そ
の
他
条
件
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、面
談
の
う
え
決
定
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人
は
ま
な
す
会

ま
ず
は
、
お
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
法
人
は
ま
な
す
会
で

は
、
業
務
拡
張
の
た
め
次
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
は
ま
な
す
会
で

は
、
業
務
拡
張
の
た
め
次
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。



能登地域合同企業説明会

のと就職フェア 参加企業募集！
と き 平成 年 月 日（金）
と こ ろ フォーラム七尾（ 階）多目的ホール
申込期間 月 日 日 先着順（ 社 社）
対象企業 能登地域（宝達志水町以北）に本社を有する

企業、または石川県及び市町の誘致企業
詳細、申し込みについては事務局までご連絡下さい。

事務局 石川県商工労働部産業立地課

鮭の採捕は禁止されています
河川での サケ（鮭） の採捕は、水産資源保護法により

禁止されています。
サケが河川に帰ってくるのは、県民のみなさんがきれいな
河川環境を実現するために努力されてきた結果であり、北の

海から長い旅を終えて生まれた河
川に戻ってきた貴重なサケですか
ら、採捕せず温かく見守りいただ
くようお願いします。

農林水産課

女性のための行政
相談を開催します

今月は通常の総合相談だけでな
く専門員を迎えて、男女共同参画
に関するご相談（男女間の差別待
遇、配偶者からの暴力問題など）
も受付ますのでお気軽にお立ち寄
り下さい。なお、相談は無料で秘
密は厳守いたします。

日 時 月 日（金）
午前 時 午後 時

場 所 志賀町文化ホール 階
富来行政センター 階

相談員

総務省行政相談委員
橋本 淑子 委員
（志賀町文化ホール）

岡谷 吉雄 委員
（富来行政センター）

お問い合せ先

住民課

可燃ごみと資源ごみを分別することにより、資源ごみはリサイクルされ、いろいろな

物に生まれ変わります。また、燃えるごみが減少すると、燃焼時に排出される二酸化炭

素が減り、地球温暖化の対策へとつながります。

ご家庭に配付しています ごみの出し方 や

家庭ごみの分け方 出し方 減らし方 を

ご覧になって、資源ごみの分別、可燃ごみの

減量化にご協力をお願いします。

右記の冊子、ポスターの内容は、志賀町の
（ホームページ）からもご覧になれます。

羽咋郡市広域圏事務組合環境保全課

志賀町生活安全課

（冊子）

（ポスター）



文
化
の
日

の
祝
日
に
あ
わ
せ
、

第

回
志
賀
町
文
化
祭
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

文
化
ホ
ー
ル
会
場
で
は
、

日

（
月
・
祝
）
に
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

式
典
、
記
念
講
演
、
芸
能
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、文
化
協
会
会
員
や
、児
童
・

生
徒
等
に
よ
る
各
種
展
示
、
婦
人

会
・
青
年
団
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で

は

文
化
余
技
展

と
し
て
、
グ
ル
ー

プ
教
室
生
や
、
各
種
愛
好
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
作
品
の
展
示
、
お
茶
会
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
町
民
方
々
の
作
品
も
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
出
品
ご
希
望

の
方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

今
年
で

回
目
を
迎
え
る
、
世
界
各
国
の

留
学
生
と
の
交
流
事
業（
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

志
賀
町
で
の
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、

月

日
か
ら

日
ま
で
の

泊

日
で
、

ヵ
国
、

名
の
留
学
生
を
、

家

族
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
が
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

家
族
と
離
れ
、
異
国
で
留
学
生
活
を
送
っ

て
い
る
参
加
者
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

の
暖
か
い
ふ
れ
あ
い
に
感
動
し
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
志
賀
町
の
美
し
い
海
や
、
緑
豊
な

自
然
、
富
来
地
区
で
の
ま
つ
り
、
和
太
鼓
や

習
字
の
体
験
な
ど
日
本
の
文
化
に
も
触
れ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
も
留
学
生
と

の
交
流
が
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

平成 年 月 日（日）
能登ロイヤルホテル

と き
ところ

昨年度成人式

流しそうめんで皆さん大喜び！

第

回
志
賀
町
文
化
祭

日
程

月

日（
土
）日（

月
・
祝
）

会
場
志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

（
各
種
展
示
、
記
念
講
演
、
芸
能
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
）

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
文
化
余
技
展
な
ど
）

第

回
志
賀
町
文
化
祭

日
程

月

日（
土
）日（

月
・
祝
）

会
場
志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

（
各
種
展
示
、
記
念
講
演
、
芸
能
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
）

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
文
化
余
技
展
な
ど
）

第

回
志
賀
町
文
化
祭

記
念
講
演
会
（
入
場
無
料
）

日
時

月

日
（
月
・
祝
）

午
後

時

分
か
ら
（
予
定
）

講
師

三
笑
亭
夢
之
助

氏

略
歴

北
海
道
札
幌
出
身
。
昭
和

年
生
ま
れ
。

年
真
打

昇
進
。
新
宿
末
広
亭
を
始
め
、
各

寄
席
に
出
演
す
る
と
共
に
年

回

の
独
演
会
を
国
立
演
芸
場
で
打
ち
、

落
語
以
外
に
も
芸
を
広
げ
、
司
会
、

テ
レ
ビ
の
リ
ポ
ー
タ
ー
、
ラ
ジ
オ

な
ど
に
多
数
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
持

つ
人
気
者
。

落
語
芸
術
協
会
所
属（
三
笑
亭
夢
楽
門
下
）

記
念
講
演
会
（
入
場
無
料
）

日
時

月

日
（
月
・
祝
）

午
後

時

分
か
ら
（
予
定
）

講
師

三
笑
亭
夢
之
助

氏

略
歴

北
海
道
札
幌
出
身
。
昭
和

年
生
ま
れ
。

年
真
打

昇
進
。
新
宿
末
広
亭
を
始
め
、
各

寄
席
に
出
演
す
る
と
共
に
年

回

の
独
演
会
を
国
立
演
芸
場
で
打
ち
、

落
語
以
外
に
も
芸
を
広
げ
、
司
会
、

テ
レ
ビ
の
リ
ポ
ー
タ
ー
、
ラ
ジ
オ

な
ど
に
多
数
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
持

つ
人
気
者
。

落
語
芸
術
協
会
所
属（
三
笑
亭
夢
楽
門
下
）

記
念
講
演
会



町
で
は
平
成

年

月
に
志
賀
町
男
女
共

同
参
画
行
動
計
画
を
策
定
し
、
男
女
が
互
い

に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
責
任
を
分
か
ち
合

い
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
あ
ら

た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
利
益

を
共
に
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
共
に
責
任

を
担
う
べ
き
社
会

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加

と

参
画

は
ど
う
違
う
？

参
加

は
仲
間
に
加
わ
る
こ
と
で
す
。

す
で
に
作
ら
れ
た
社
会
の
様
々
な
場
に
加
わ

り
活
動
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、

参
画

は
単
に
参
加
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
積
極
的
、
自
主
的
、
主

体
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
れ

は
自
ら
の
意
思
で
社
会
の
基
盤
づ
く
り
の
計

画
段
階
か
ら
積
極
的
に
加
わ
っ
て
い
く
こ
と

を
い
い
ま
す
。

例
え
ば
団
体
や
、
グ
ル
ー
プ
で
の
地
域
活

動
で
は
企
画
、
計
画
等
の
立
案
段
階
か
ら
加

わ
り
、
主
体
的
に
方
針

や
意
思
決
定
に
か
か
わ

り
自
身
の
意
見
を
反
映

さ
せ
て
い
く
と
い
う
意

味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

第

回
志
賀
町
駅
伝
競
走
大
会
を

月

日
（
月
）
体
育
の
日
に
開
催
し
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
は

時

分
に
役
場
富
来
支
所

を
出
発
し
、
ゴ
ー
ル
の
町
陸
上
競
技
場
を
目

指
し
ま
す
。
昨
年
の
優
勝
は
富
来
・
稗
造
、

準
優
勝
は
土
田
チ
ー
ム
で
し
た
。

今
年
の
優
勝
旗
を
勝
ち
取
る
の
は
ど
の

チ
ー
ム
で
し
ょ
う
か

沿
道
で
の
声
援
を
皆

様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
選
手
の
伴
走
は
、
大
会
運
営
の
支

障
や
交
通
安
全
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
御

遠
慮
く
だ
さ
い
。

参
加
チ
ー
ム

加
茂
・
下
甘
田

熊
野
・
上
熊
野

西
海
・
西
浦

増
穂

富
来
・
稗
造

土
田

志
加
浦

堀
松

高
浜

中
甘
田

福
浦

大
会
運
営
中
、
各
中
継
所
は
大
変
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
付
近
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

円
滑
な
大
会
運
営
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
ま
で

ー

（
内

）

第

回
志
賀
町
駅
伝
競
走
大
会

海
洋
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

﹇

富
来
海
洋
ク
ラ
ブ
事
業
﹈

月

日
（
月
）、
能
登
リ
ゾ
ー
ト

エ
リ
ア
増
穂
浦
海
岸
に
て

平
成

年

度
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
・

ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
カ
ヌ
ー
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
な
ど
普
段
は
触
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
海
水
浴

で
綺
麗
な
海
の
大
切
さ
を
学
び
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、

富
来
海

洋
ク
ラ
ブ
会
員
を
対
象
に
開
催
し
ま
し

た
が
、
当
日
は
交
流
会
と
し
て
参
加
し

て
い
た
だ
い
た

な
な
お
海
洋
ク

ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
と
も
、
一
日
を
通

し
て
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

全
国
大
会
出
場

﹇

財
団
助
成
事
業
﹈

月

日
（
木
）、
東
京
辰
巳
国
際

水
泳
競
技
場
で

全

国
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会

が
開
催

さ
れ
、
志
賀
町
富
来

海
洋
セ
ン

タ
ー
の
育
成
コ
ー
ス
よ
り

名
の
選
手

が
石
川
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

全
国

道
府
県
か
ら

海
洋
セ
ン

タ
ー
・

ク
ラ
ブ
の
選
手

名
が
出
場

し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

の
大
会
新
記
録
が
生
ま
れ
た
中
、

当
町
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
属
の
日
高
明
允

選
手
（
志
賀
中

年
）
が
、
中
学
生
男

子

自
由
形
で
大
会
記
録
を
更
新
し

第

位
に
入
り
、
男
子

自
由
形
で

も
第

位
に
入
り
、
見
事

種
目
で
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

駅
伝
参
加
チ
ー
ム
決
定

駅
伝
参
加
チ
ー
ム
決
定

男男
女女
共共
同同
参参
画画
社社
会会
にに
つつ
いい
てて

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て



リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る
よ
う
に
暮
し
て
る
吾
を
案
ず
る
友
も

リ
ハ
ビ
リ

浦
野
タ
ツ
子

今
日
ま
で
を
い
か
に
暮
せ
り
同
窓
の
友
と
の
一
夜
語
ら
い

尽
き
ず

福
島

信
子

カ
ー
テ
ン
を
吹
き
上あ

ぐ
風
に
目
が
さ
め
て
ミ
ス
テ
リ
ー
開
く

午
后
ひ
と
と
き

田
端

正
敏

力
あ
る
限
り
生
き
ん
と
遅お

そ

夏な
つ

を
今
朝
も
蝉
ら
は
は
げ
し
く

啼
け
る

岩
上

久
枝

五
目
な
ら
べ
孫
と
向
き
合
い
幾
度
ぞ
一
度
も
勝
て
ぬ
老
い
の

か
な
し
さ

竹
内

愛
子

広
辞
苑
ほ
ど
の
重
さ
に
う
ろ
た
え
て
文
字
の
尊
さ
老
の
身

に
し
む

龍
揖

澄
子

寝
つ
か
れ
ぬ
夜
に
浮
か
び
し
母
の
顔
逝
く
歳
月
の
遥
か
彼
方
に

蕪
木

芳
子

雨
の
夜
の
体
育
館
で
の
盆
踊
り
ゆ
か
た
姿
の
男
性
お
の
こ

輪
に
入
り

山
瑞
千
代
子

切
り
抜
き
も
は
さ
め
し
我
の
日
記
帳
九
月
に
入
り
て
丸
く

ふ
く
ら
む

坂
井
外
志
子

感
謝
し
て
食
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
ま
だ
あ
つ
き
初
の
さ
ん
ま
に

笑
顔
の
息
子

吉
崎
て
い
子

次
々
と
美
し
き
桔
梗
も
枯
れ
ゆ
く
を
み
る
に
寂
し
き
わ
が

姿
か
と

東

操

み
ど
り
子
を
抱
き
い
る
マ
マ
に
二
歳
児
は
ス
キ
ス
キ
し
て
と

哀
願
し
お
り

泉

広
栄

秋
風
に
風
鈴
揺
れ
て
音
侘
び
し

平
島

凡

何
も
か
も
秋
に
は
値
上
げ
厳
し
い
ね

長
田
千
枝
子

稲
穂
た
れ
道
行
く
人
に
秋
知
ら
せ

川
上

富
子

刈
れ
ぬ
稲
秋
の
長
雨
猫
あ
く
び

西
尾

海
春

日
の
本
の
春
夏
秋
冬
世
界
一

小
松

康
子

天
高
く
黄
金
の
波
に
安
堵
す
る

み
や
み
ち
さ
か
し

秋
だ
な
と
思
う
夜
更
け
に
肌
布
団

高
島

和
子

猛
暑
で
も
コ
オ
ロ
ギ
鳴
い
て
秋
知
ら
せ

赤

ふ
じ

食
談
の
秋
が
う
ら
め
し
ダ
イ
エ
ッ
ト

窪

洋
子

さ
わ
や
か
で
心
落
ち
着
く
秋
の
風

す
ま
い
さ
お

味
も
良
く
旅
情
豊
か
な
能
登
の
秋

上
田

利
雄

産
着
着
せ
健
や
か
願
う
ジ
ジ
と
バ
バ

田
畑

幸
子

露
草
の
一
と
際
映
ゆ
る
雨
上
が
り

大
島

朋
子

亡
き
友
の
思
ひ
出
辿
る
盆
の
月

中
田

淑
子

秋
の
夜
や
紅
茶
に
し
ぼ
る
レ
モ
ン
の
香

藤
勝
勇
美
子

稔
り
田
に
添
ひ
て
参
道
麓
寺

坂
下

豊
子

法
師
蝉
墓
誌
に
刻
み
し
父
の
文
字

淵
端

三
之

蓮
の
葉
の
緑
の
た
う
つ
俄
か
雨

吉
田

外
江

爼
板
の
音
弾
ま
せ
て
今
朝
の
秋

北
谷

芳
子

盆
休
み
田
舎
馳
走
に
や
す
ら
げ
り

土
田
エ
ミ
子

青
栗
を
眺
め
て
走
る
奥
能
登
路

土
田

清
枝

秋
風
に
髪
な
び
か
せ
て
出
勤
す

裏
田

弘
美

送
り
出
て
し
ば
し
門
辺
や
鰯
雲

土
田
ま
つ
い

句
づ
ま
り
の
一
と
夜
二
た
夜
や
虫
の
声

細
川
ふ
じ
子

秋
茄
子
を
焼
き
て
自
足
の
老
暮
し

鍋
岡
美
智
子

空
き
瓶
が
山
と
積
ま
れ
て
ビ
ー
ル
腹

西
尾

善
春

話
す
時
あ
の
ね
あ
の
ね
の
孫
の
癖

吉
村
と
し
子

人
の
世
は
手
練
手
管
で
腹
を
読
む

遠
藤
美
朝
子

ラ
イ
バ
ル
の
心
読
み
か
ね
迷
う
日
々

坂
野
か
ほ
る

一
寸
先
読
め
ぬ
政
治
は
恐
い
も
の

須
磨
ひ
ろ
し

新
聞
の
ま
っ
さ
き
に
読
む
死
亡
欄

須
曽

正
子

人
の
心
読
み
す
ぎ
前
へ
進
め
な
い

山
本

静
香

読
後
感
後
期
高
齢
再
自
覚

木
村

貞
涼

天
候
を
読
ん
で
漁
師
は
船
を
駆
る

小
松

糸
葉

老
人
は
新
聞
を
読
み
惚
け
防
止

木
村
よ
し
子

正
信
偈
意
味
も
解
ら
ず
音
読
す

坂
下
二
三
子

お
経
読
み
リ
ン
の
余
韻
に
朝
開
く

石
田

雪
路

入
選
の
新
聞
記
事
を
廻
し
読
む

前
田

志
津

表
情
を
読
ん
で
刑
事
は
追
い
詰
め
る

小
松

彰
一

健
康
と
医
院
の
中
で
電
話
す
る

中
畑

良
則

目
覚
め
時
今
日
の
健
康
願
う
歳

林

ち
よ
子

幼
子
の
健
や
か
笑
顔
に
癒
さ
れ
る

古
森

勝

健
や
か
に
過
ご
す
工
夫
も
自
分
流

芝
山

照
子

健
や
か
で
百
歳
ま
で
は
確
実
だ

能
登

秀
雄

曾
孫
見
て
健
や
か
願
い
笑
顔
い
い

中
屋
ア
キ
子



風
鈴
の
次
の
音ね

を
待
つ
静
寂
し
じ
ま

か
な

須
广
ひ
ろ
し

肩
車
祭
半
て
ん
力
む
孫

森
下
い
わ
お

今
日
も
ま
た
黒
ネ
ク
タ
イ
や
夏
終
わ
る

冨
地

重
内

さ
る
す
べ
り
角
を
曲
り
て
四
十
年

服
部

次

緑
蔭
に
そ
っ
と
置
き
た
る
一
書
か
な

丸
田

歩
拙

稲
穂
波
果
て
に
聞
こ
ゆ
る
遠
太
鼓

川
田
ま
さ
を

た
ま
わ
り
し
静
か
な
朝
の
法
師
蝉

大
乗

春
風

千
年
の
源
氏
繙
ひ
も
と

き
も
う
晩
夏

安
井
ふ
さ
の

甚
年
の
板
に
つ
き
た
る
元
校
長

長
根
尾
い
く
え

稲
穂
波
そ
の
先
に
あ
る
能
登
の
富
士

須
广
ひ
ろ
し

ふ
る
さ
と
の
風
の
色
採
る
秋
海
棠

浅
野

照
子

酒
少
し
ほ
し
い
と
夫
の
晩
夏
か
な

藤
沢

鶴
女

秋
祭
鎭
守
の
森
を
ふ
く
ら
ま
す

新
沢

和
子

夜
に
唄
ひ
山
車
だ

し

曵
き
ゆ
き
ぬ
夢
の
如

小
島

史
子

達
筆
で
病
状
届
く
秋
の
雲

深
美

白
鳥

遠
蛙
背
に
村
を
去
る
人
の
ゐ
る

堀
内

一
也

秋
立
ち
て
雲
の
動
き
に
愁
思
か
な

高
岩
み
つ
る

庭
に
来
て
何
せ
き
た
て
る
法
師
蝉

堀

綾
子

手
作
り
の
人
形
あ
ま
た
盆
供
養

池
田

玲
子

秋
厚
し
金
切
声
の
洗
濯
機

前
川
美
代
子

一
才
も
ね
じ
り
鉢
巻
秋
祭

安
田
紀
美
恵

飛
行
機
雲
に
目
を
う
ば
わ
れ
て
秋
澄
め
り

浅
子

も

ぎ
た
て
の
胡
瓜
ト
マ
ト
届
け
た
く
嫁
ぎ
の
姑
に
電
話
す
る

朝

み
さ
の

あ
の
頃
は

お
父
さ
ん
好
き
？

と
聞
け
た
の
に
今
じ
ゃ

言
え
な
い
子
は
も
う
大
人

柏
谷

保
之

わ
が
在
所
ち

に
も
古
墳
あ
り
と
は
何
処
に
や
町
史
繰
り
見
ゆ

母
娘
お
や
こ

も
夏
研

松
本
理
希
三

じ
い
ち
ゃ
ん
病
気
娘
二
人
の
真
心
で
あ
つ
か
い
受
け
て

元
気
に
な
り
ぬ

千
里

あ
ま
り
に
も
長
き
残
暑
に
老
の
身
に
む
ち
打
ち
て
待
つ

秋
の
さ
わ
や
か

智
子

萩
の
莟

椿
田

純
三

九
月
第
一
土
曜
日

少
し
早
い
秋
祭
り

五
本
の

上
り
旗

が
閃
く

春
祭
り
の
頃
に
株
分
け
・
移
植
し
た

ミ
ニ
花
壇

の
源
平
萩

盆
過
ぎ
る
頃
に
は

一
尺
程
の
枝
が
五
本

今

一
米
に
ま
で
伸
び
て
七
八
本

朝
顔
の
つ
る
に
巻
き
付
か
れ

青
紫
の
幾
つ
も
の
花
を
支
え
て

柔
ら
か
な
早
朝
の
風
枝
先
を
揺
ら
し
て
る

白
い
小
粒
の
沢
山
の
莟
を
膨
ら
ま
せ
て

食
卓
の
小
さ
な
ジ
ョ
ッ
キ
に
差
し
て
み
る

萩
の
莟
を
手
に
し
て

家
族
・
集
落

そ
し
て
祖
国
と
地
球
の

平
安
を

氏
神
様

に
祈
り
た
い

文
芸
教
室

に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首（
一

句
）、
詩
に
つ
い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首（
一

二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

教教
室室

芸芸
文文

作
品
募
集

【
コ
ラ
ム
】

西
尾

善
春

紙
と
鉛
筆
さ
え
有
れ
ば
楽
し
め
る
と
言
う
事
で
こ
の

世
界
に
入
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
川
柳
も
俳
句
、

短
歌
と
共
に
短
い
文
学
詩
で
す
か
ら
最
低
辞
書
を
横
に

置
き
当
て
字
、
誤
字
を
避
け
十
七
文
字
の
中
に
収
め
る

工
夫
が
大
切
で
す
。
人
生
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ
る
と

他
人
の
痛
み
も
わ
か
り
世
の
中
に
は
こ
ん
な
苦
難
や
、

こ
ん
な
生
き
方
も
有
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
句
に
取
り
入

れ
五
七
五
の
短
い
言
葉
に
笑
い
や
、
切
な
さ
、
感
性
な

ど
、
あ
な
た
の
心
の
扉
を
ノ
ッ
ク
す
る
そ
れ
が
川
柳
か

と
思
い
ま
す
。
川
柳
作
り
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
多
作
、

多
読
が
有
り
ま
す
。
初
め
か
ら
上
手
な
人
な
ど
居
ま
せ

ん
そ
こ
で
一
句

運
が
な
い

ぼ
や
く
人
ほ
ど

努
力
せ
ず

と
言
う

川
柳
も
有
り
ま
す
。
女
性
、
男
性
の
垣
根
も
な
く
月
に

一
度
の
勉
強
会
も
あ
り
、
ど
な
た
で
も
句
作
り
し
ま
し

ょ
う
。
西
浦
川
柳
会
も
あ
り
ま
す
の
で
老
、
若
共
に
ご

入
会
歓
迎
し
ま
す
。

【
コ
ラ
ム
】

西
尾

善
春

紙
と
鉛
筆
さ
え
有
れ
ば
楽
し
め
る
と
言
う
事
で
こ
の

世
界
に
入
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
川
柳
も
俳
句
、

短
歌
と
共
に
短
い
文
学
詩
で
す
か
ら
最
低
辞
書
を
横
に

置
き
当
て
字
、
誤
字
を
避
け
十
七
文
字
の
中
に
収
め
る

工
夫
が
大
切
で
す
。
人
生
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ
る
と

他
人
の
痛
み
も
わ
か
り
世
の
中
に
は
こ
ん
な
苦
難
や
、

こ
ん
な
生
き
方
も
有
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
句
に
取
り
入

れ
五
七
五
の
短
い
言
葉
に
笑
い
や
、
切
な
さ
、
感
性
な

ど
、
あ
な
た
の
心
の
扉
を
ノ
ッ
ク
す
る
そ
れ
が
川
柳
か

と
思
い
ま
す
。
川
柳
作
り
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
多
作
、

多
読
が
有
り
ま
す
。
初
め
か
ら
上
手
な
人
な
ど
居
ま
せ

ん
そ
こ
で
一
句

運
が
な
い

ぼ
や
く
人
ほ
ど

努
力
せ
ず

と
言
う

川
柳
も
有
り
ま
す
。
女
性
、
男
性
の
垣
根
も
な
く
月
に

一
度
の
勉
強
会
も
あ
り
、
ど
な
た
で
も
句
作
り
し
ま
し

ょ
う
。
西
浦
川
柳
会
も
あ
り
ま
す
の
で
老
、
若
共
に
ご

入
会
歓
迎
し
ま
す
。



休館日のご案内

月

日 ・ 日（月祝）
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

休館日のご案内

月

日 ・ 日（月祝）
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

月月

志

お問い合わせ

講
演
会

大
脱
線
！
大
相
撲
雑
学
手
帖

講
師

阿
部

宏
氏
（
志
賀
町
出
身
・
元

ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

長
ら
く

の
大
相
撲
実
況
放
送
を
担
当
さ
れ
、そ
の
後
も
グ

ラ
フ

大
相
撲
特
集
号

な
ど
の
編
集
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

阿
部
宏
さ
ん
。
昨
年
志
賀
町
立
図
書
館
で
開
催
し
た

大
相
撲
番
付

表
と
郷
土
の
力
士

展
へ
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
縁
で
、

今
年
は
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
相
撲
を
熟
知
し
た
阿
部
さ
ん
な

ら
で
は
の
楽
し
い
大
相
撲
話
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

日
時

月

日
（
土
）
午
後

時

分
か
ら

場
所

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

講
演
会

ハ
ウ
ル
の
お
は
な
し
宅
急
便

日
時

月

日（
水
）

午
後

時

分
か
ら

場
所

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

日
時

月

日（
木
）

午
後

時

分
か
ら

場
所

と
ぎ
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

新
着
の
本

非非
正正
規規
レレ
ジジ
スス
タタ
ンン
スス

石石
田田

衣衣
良良

非
正
規
レ
ジ
ス
タ
ン
ス

石
田

衣
良

もも
っっ
とと
塩塩
味味
をを
！！

林林

真真
理理
子子

も
っ
と
塩
味
を
！

林

真
理
子

気気
をを
つつ
けけ
、、
礼礼
。。

重重
松松

清清

気
を
つ
け
、
礼
。

重
松

清

テテ
ンン
ペペ
スス
トト
上上
下下

池池
上上

永永
一一

テ
ン
ペ
ス
ト
上
下

池
上

永
一

平平
等等
ゲゲ
ーー
ムム

桂桂

望望
実実

平
等
ゲ
ー
ム

桂

望
実

延延
安安

リリ
ーー
ビビ

英英
雄雄

延
安

リ
ー
ビ

英
雄

狂狂
いい
咲咲
きき
正正
宗宗

山山
本本

兼兼
一一

狂
い
咲
き
正
宗

山
本

兼
一

初初
恋恋
素素
描描
帖帖

豊豊
島島

ミミ
ホホ

初
恋
素
描
帖

豊
島

ミ
ホ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時

月

日（
土
）・

日（
土
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

上
映
会

み
す
ゞ

日
時

月

日
（
土
）
午
後

時

分
か
ら

場
所

階
・
視
聴
覚
室

大
正
時
代
に
彗
星
の
よ
う
に
現
れ
、

昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
童
謡
詩

人
、
金
子
み
す
ゞ
。
短
く
も
波
乱
に
満

ち
た
生
涯
を
、
端
正
な
映
像
で
描
く
珠

玉
の
伝
記
映
画
。
主
演
・
田
中
美
里
。

お
す
す
め
の
本

訣訣
別別
のの
森森

訣
別
の
森

末末
浦浦

広広
海海

末
浦

広
海

ああ
るる
日日
、、
ドド
クク
タタ
ーー
・・
ヘヘ
リリ
のの
機機

あ
る
日
、
ド
ク
タ
ー
・
ヘ
リ
の
機

長長
・・
槇槇
村村
がが
、、
墜墜
落落
しし
たた
取取
材材
ヘヘ
リリ

長
・
槇
村
が
、
墜
落
し
た
取
材
ヘ
リ

をを
救救
出出
しし
たた
。。
怪怪
我我
人人
はは
、、
自自
衛衛
隊隊

を
救
出
し
た
。
怪
我
人
は
、
自
衛
隊

時時
代代
にに
かか
つつ
てて
愛愛
しし
たた
部部
下下
・・
一一
恵恵

時
代
に
か
つ
て
愛
し
た
部
下
・
一
恵

だだ
っっ
たた
。。
そそ
しし
てて
そそ
のの
夜夜
、、
一一
恵恵
はは

だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
夜
、
一
恵
は

入入
院院
先先
かか
らら
姿姿
をを
消消
すす

。。スス
ケケ
ーー

入
院
先
か
ら
姿
を
消
す

。ス
ケ
ー

ルル
感感
がが
ああ
りり
、、
ロロ
ママ
ンン
溢溢
れれ
るる
ミミ
スス

ル
感
が
あ
り
、
ロ
マ
ン
溢
れ
る
ミ
ス

テテ
リリ
ーー
。。
本本
年年
度度

江江
戸戸
川川
乱乱
歩歩
賞賞

テ
リ
ー
。
本
年
度

江
戸
川
乱
歩
賞

受受
賞賞
作作
。。

受
賞
作
。

誘誘
拐拐
児児

誘
拐
児

翔翔
田田

寛寛

翔
田

寛

昭昭
和和

年年
にに
起起
ここ
っっ
たた
誘誘
拐拐
事事
件件
。。

昭
和

年
に
起
こ
っ
た
誘
拐
事
件
。

身身
代代
金金
のの
受受
けけ
渡渡
しし
場場
所所
にに
指指
定定
ささ

身
代
金
の
受
け
渡
し
場
所
に
指
定
さ

れれ
たた
闇闇
市市
のの
混混
乱乱
にに
巻巻
きき
込込
まま
れれ
、、

れ
た
闇
市
の
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、

警警
察察
はは
犯犯
人人
確確
保保
にに
失失
敗敗
しし
てて
しし
まま

警
察
は
犯
人
確
保
に
失
敗
し
て
し
ま

うう
。。
そそ
のの

年年
後後
、、
事事
件件
がが
再再
びび
動動

う
。
そ
の

年
後
、
事
件
が
再
び
動

きき
出出
すす

。。
人人
間間
のの
非非
情情
とと
情情
愛愛

き
出
す

。
人
間
の
非
情
と
情
愛

をを
見見
つつ
めめ
たた
物物
語語
。。
同同
じじ
くく
本本
年年
度度

を
見
つ
め
た
物
語
。
同
じ
く
本
年
度

江江
戸戸
川川
乱乱
歩歩
賞賞

受受
賞賞
作作
。。

江
戸
川
乱
歩
賞

受
賞
作
。

デデ
ブブ
ねね
ここ
ぴぴ
やや
、、
還還
暦暦
でで
すす
。。

デ
ブ
ね
こ
ぴ
や
、
還
暦
で
す
。

田田
口口

宣宣
子子

田
口

宣
子

テテ
レレ
ビビ
番番
組組
でで
おお
なな
じじ
みみ
のの
デデ
ブブ

テ
レ
ビ
番
組
で
お
な
じ
み
の
デ
ブ

ねね
ここ
ぴぴ
やや
（（
人人
間間
のの
歳歳
でで
いい
うう
とと

ね
こ
ぴ
や
（
人
間
の
歳
で
い
う
と

歳歳
くく
らら
いい
））。。
還還
暦暦

をを
迎迎
ええ
てて

歳
く
ら
い
）。
還
暦

を
迎
え
て

もも
大大
きき
なな
病病
気気
もも
せせ
ずず
、、
みみ
んん
なな
にに

も
大
き
な
病
気
も
せ
ず
、
み
ん
な
に

愛愛
ささ
れれ
てて
元元
気気
いい
っっ
ぱぱ
いい
。。
衣衣
装装
ココ

愛
さ
れ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
。
衣
装
コ

レレ
クク
シシ
ョョ
ンン
やや
幸幸
せせ
そそ
うう
なな
寝寝
姿姿
、、

レ
ク
シ
ョ
ン
や
幸
せ
そ
う
な
寝
姿
、

フフ
カカ
フフ
カカ
のの
おお
なな
かか
がが
とと
っっ
てて
もも
かか

フ
カ
フ
カ
の
お
な
か
が
と
っ
て
も
か

わわ
いい
いい
写写
真真
集集
でで
すす
。。

わ
い
い
写
真
集
で
す
。

運運
命命
のの
日日
上上
下下

デデ
ニニ
スス
・・
ルル
ヘヘ
イイ
ンン

運
命
の
日
上
下

デ
ニ
ス
・
ル
ヘ
イ
ン

広広
告告
チチ
ララ
シシ
でで
作作
るる
ババ
スス
ケケ
ッッ
トト

広
告
チ
ラ
シ
で
作
る
バ
ス
ケ
ッ
ト

雑雑
貨貨

寺寺
西西
恵恵
里里
子子

雑
貨

寺
西
恵
里
子

生
誕
百
年
記
念

岡
部
文
夫
全
歌
集

つ
い
に
発
刊

全
個
人
歌
集
十
九
集
、
合
同
歌
集
六

集
収
録

巻
末
に
は
初
句
索
引
付
き

頁
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
箱
入
り
九
千
円

【
購
入
・
お
問
合
せ
先
】

短
歌
新
聞
社

電
話

（

）

生
誕
百
年
記
念

岡
部
文
夫
全
歌
集

つ
い
に
発
刊

全
個
人
歌
集
十
九
集
、
合
同
歌
集
六

集
収
録

巻
末
に
は
初
句
索
引
付
き

頁
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
箱
入
り
九
千
円

【
購
入
・
お
問
合
せ
先
】

短
歌
新
聞
社

電
話

（

）

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（水）
熊 野
福 浦

熊野多目的集会場
福浦郵便局前

日（木） はまなす園

日（金） 有縁の荘

日（火） 稗 造
東小室バス停
鵜野屋バス停

日（水） 保育所
とぎ保育園
ますほ保育園

日（火）
東増穂

八幡公民館
アイリス（老保）
ますほの里（特養）

志賀町デイサービスセンター

日（水） 西増穂

大福寺干場商店前
稲敷集会場
西増穂郵便局
はまなす園デイサービスセンター
とぎ地域福祉センター

日（木） はまなす園

日（火）
西 海
西 浦

前浜バス停前
笹波バス停
のぞみの里
赤崎作業場前
西海長畑商店前

日（水） 富 来
すみれ作業所
富来病院

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（水）

日（木）

日（金）

日（火）

日（水）

日（火）

日（水）

日（木）

日（火）

日（水）



志賀町児童館

　

８
月
８
日
、
民
生
児
童
委
員
の
方

の
ご
指
導
の
も
と
、
児
童
館
で
収
穫

し
た
お
イ
モ
を
使
っ
て
「
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
」「
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
」
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
た

手
つ
き
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
野
菜

を
切
っ
た
り
、
い
た
め
た
り
。
切
っ

　

版
画
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら

い
た
い
と
志
賀
町
版
画
協
会
主
催
の

　

満
月
に
は
少
し
早
い
お
月
見
茶
会

を
行
い
ま
し
た
。
矢
羽
す
す
き
、
秋

海
裳
が
飾
ら
れ
た
和
室
で
お
抹
茶
、

お
菓
子
の
頂
き
方
等
を
習
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
き
ち
ん
と
正
座

し
、
浴
衣
を
着
た
茶
道
子
ど
も
教
室

の
生
徒
さ
ん
か
ら
受
け
取
っ
た
お
茶

を
「
苦
い
け
ど
お
い
し
い
」
と
何
回

も
お
か
わ
り
。日
本
文
化
に
親
し
み
、

心
が
和
ん
だ
ひ
と
時
で
し
た
。　
　

 

ク
ッ
キ
ン
グ

版 

画 

教 
室

  

お 

月 

見 

茶 

会

★申し込み、お問い合せは
　　　　志賀町児童館まで　℡   32-1724

　4日（土）オカリナクラブ　13：30～
　８日（水）手形・足形づくり (２歳まで )
　　　　　　事前申し込み必要１０：００～
１１日（土）移動児童館（下甘田公民館）１０：００～
１８日（土）パソコンクラブ１３：３０～　
２６日（日）チャレンジ志賀教室（まつかさの小人ちゃん）
　　　　　　１３：３０～

た
野
菜
の
形
、
大
き
さ
は
不
ぞ
ろ
い

で
も
「
み
ん
な
で
作
っ
た
カ
レ
ー
は

お
い
し
い
」
と
嬉
し
そ
う
に
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

移
動
児
童
館

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
「
お
楽
し
み

ギ
ョ
ー
ザ
」作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

ギ
ョ
ー
ザ
の
皮
に
ゆ
で
卵
、リ
ン
ゴ
、

ツ
ナ
缶
等
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
。
小
さ
な

手
で
「
で
ぶ
に
な
っ
た
」「
や
せ
っ

ぽ
っ
ち
に
な
っ
た
」
と
言
い
な
が
ら

丁
寧
に
包
み
ま
す
。
一
時
間
ほ
ど
で

個
性
的
な
形
、食
感
、風
味
の
ギ
ョ
ー

ザ
が
完
成
。
ゆ
で
卵
、り
ん
ご
、チ
ー

ズ
入
り
ギ
ョ
ー
ザ
は
新
し
い
お
い
し

さ
の
発
見
で
し
た
。

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

版
画
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
低

学
年
は
紙
版
画
で
、
テ
ー
マ
は
楽
し

か
っ
た
こ
と
。
児
童
た
ち
は
セ
ミ
や

カ
ブ
ト
ム
シ
と
遊
ぶ
自
分
の
姿
を
画

用
紙
一
杯
に
表
現
。
紙
の
パ
ー
ツ
を

一
枚
一
枚
慎
重
に
貼
っ
て
い
き
ま

す
。
版
画
の
世
界
に
少
し
触
れ
、
作

品
を
完
成
さ
せ
る
大
変
さ
と
楽
し
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

今
月
の
移
動
児
童
館
は
下
甘
田
地

域
で
す
。
10
月
11
日
（
土
）
10
時
か

ら
下
甘
田
公
民
館
に
て
。
牛
乳
パ
ッ

ク
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク

パ
ズ
ル
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
友
だ

ち
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
遊
び
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

　

10 月 の 行 事 予 定 　
お
知
ら
せ

平
成
21
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
申
請
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
対
象

者
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
三
年
生

の
児
童
で
す
。
保
護
者
及
び
祖
父
母

が
仕
事
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な

く
養
育
が
困
難
な
児
童
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

・
提
出
期
限
：
10
月
31
日
（
金
）ま
で

・
提　
出　
先
：
平
成
21
年
度
新
入
学

児
童
の
方
は
お
近
く
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
お
問
い
合
わ
せ
先

志
賀
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
志
賀
町
児
童
館)　
32―

１
７
２
４

堀
松
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

(

旧
堀
松
保
育
園)　
32―

０
３
８
４

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

42―

０
０
５
４



内 容 実 施 日 対 象 場所

ヵ月児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

歳児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】乳乳幼幼児児健健康康診診査査乳幼児健康診査

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すくすく
子育て相談

月 日（木）

乳幼児の
お子さんと
お母さん
どなたでも

志

月 日（木） 志

げんキッズ広場 毎週火 金曜日
（祝日は除く）

志

ゆう遊クラブ
月 日（火） 志

月 日（火） 富

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すすくくすすくく子子育育ててすくすく子育て

すくすく子育て相談希望の方は、事前に相談内容をご連絡ください。
日のゆう遊クラブはベビーマッサージを予定しています。定員制ですので事前にご予約ください。

内 容 実 施 日 対 象 場所

予防接種 月 日（木） カ月健診受診時
生後 カ月未満 志

ポリオ予防接種 月 日（水） カ月健診受診後
歳 カ月未満 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】予予 防防 接接 種種予 防 接 種

内 容 実 施 日 時 間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日
（祝日は除く） 志

こころの健康相談 月 日（金） 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

【対象者】どなたでも健健 康康 相相 談談健 康 相 談

【対象者】 歳以上の女性
受診券を忘れずにお持ちください。女女性性ががんん検検診診女性がん検診

内 容 実 施 日 受付時間 場 所

子宮がん
乳がん検診
（集団検診）

月 日（日） 月 日（日）地区公民館、集会施設

月 日
（土）

酒見構造改善センター

東増穂コミュニティーセンター

月 日
（日）

加茂公民館

志加浦公民館

月 日
（祝）

下甘田公民館

土田公民館

月 日
（日）

西海高齢者活性化センター

西浦コミュニティーセンター

月 日
（土）

堀松公民館

志

月 日
（日）

志

志

月 日
（土）

富

富

月 日（日） 富

夜間検診

月 日（火） 富

月 日（水） 志

月 日（火） 富

月 日（水） 志

月 日（水） 志

子宮がん検診
（個別検診）

月 日 月 日
希望者は、保健福祉センターに
申込みをしてください。
受診票を送ります。

松江産婦人科医院
公立羽咋病院
町立富来病院
桑原母と子クリニック
山田産婦人科医院
恵寿総合病院
公立能登総合病院

内 容 実 施 日 受付時間 場 所

【対象者】 歳以上の方介介 護護 予予 防防介 護 予 防
内 容 実 施 日 時 間 場所

歯ッピー
かむかむ教室

月 日（火） 小室集会所

月 日（火） 大笹集会所

月 日（火） 五里峠集会所

男性のための
料理教室

月 日（水） 志賀町文化ホール

月 日（木） 富来活性化
センター

内 容 実 施 日 時 間 場所

こころの健康相談は、 週間前までに予約が必要です。

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

健康フェア
ウォーク 月 日（日） どなたでも

受付
スタート

志

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

健健康康づづくくりり健康づくり

内 容 実 施 日 時 間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く） と

毎週金曜日
（祝日は除く） 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

機機 能能 訓訓 練練機 能 訓 練
【対象者】脳卒中後遺症者等で日常

生活が概ね自立している方

介護認定を受けている方は対象とはなりません。
初めての方は、事前に保健福祉センターまでご相談ください。

内 容 実 施 日 受付時間 場所

型肝炎ウイルス検査
型肝炎ウイルス検査

月 日（木） 富 中会議室

月 日（火） 志

月 日（土）
富 中会議室

志

内 容 実 施 日 受付時間 場所

肝肝炎炎ウウイイルルスス検検診診肝炎ウイルス検診
【対象者】対象 今年度 歳になる方

歳で過去に肝炎ウイルス検診を受けたことがない方

今年度 歳になる方には事前に問診票を送ります。 歳の方で検診を希望
される場合は、保健福祉センターに申し込みをしてください。問診票を送ります。



お問い合せ先
     石川県羽咋農林事務所地域林業振興課　　TEL　２２－１２０３
     志賀町農林水産課　　　　　　　　　　　TEL　３２－９２２４
     羽咋森林組合　　　　　　　　　　　　　TEL　２２－８８９１

　●１０月８日は、木の日（十と八で木）です。

　●木を使うと森が育ちます

　平成１７年２月に京都議定書が発効され、日本は基準年（平成２年）と比べて
二酸化炭素を６％削減することになりました。日本はこの約束の達成に向けて、
６％のうち３．８％を森林による吸収量で確保することを目標としています。
　木は二酸化炭素をたくさん蓄えるため、木を植える・育てる・収穫する・上手
に使うというサイクルが、二酸化炭素をたっぷり吸収する元気な森をつくります。
ですから、木材を利用することは地球温暖化防止につながるのです。
　１０月１日から３１日までの１カ月間を「木づかい推進月間」とし、集中的に、
地元の木材を利用する取組を行っています。

　石川県の人工林は、間伐が必要な時期にきています。間伐がされない森林は、木が混み合って、林内
は暗く、下草も生えない状態になります。このような森林では、大雨が降った時には土壌が押し流され
て山が荒れたり、下流の人々の生活を脅かすような被害も出てしまいます。
　一方、適正に管理された森林は、明るく、下草が繁茂し、木一本一本がしっかりと成長しているため、
土壌の浸食や流出が抑えられています。森林機能保全のためには、間伐材を利用して費用を捻出し、森
林整備を進めていく必要があります。

　●いしかわ森林環境基金事業 ～所有者の負担金０円で間伐ができます～

　石川県は、平成１９年度から森林環境税により、植栽後手入れが行き届かず本来の働きが低下してい
る森林の間伐を実施しております。林内に光を入れ、健全で豊かな森林に誘導していくことを目的とし
ております。

　

➡
間
伐
を
適
正
に
行
っ
た
森
林

間
伐
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林

　

⬅　



離離
婚婚
にに
伴伴
うう
子子
どど
もも
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

離
婚
に
伴
う
子
ど
も
を
巡
る
諸
問
題（
そ
の

）

別
居
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
別
居
す

る
前
に
、
夫
と
子
ど
も
の
こ
と
に
つ
い
て
よ
く

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の
こ
と
に
つ

い
て
十
分
な
話
し
合
い
を
せ
ず
に
子
ど
も
を
連

れ
て
別
居
す
る
と
、
紛
争
が
非
常
に
深
刻
化
・

拡
大
化
し
が
ち
で
す
。
子
ど
も
を
連
れ
て
行
か

れ
た
ほ
う
の
親
に
し
て
み
れ
ば
、
突
然
子
ど
も

を
奪
わ
れ
た
の
も
同
然
で
す
か
ら
、
相
手
に
対

し
て
、
当
然
激
し
い
対
立
感
情
を
抱
き
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
親
権
問
題
だ
け
で
な
く
、
面
接

交
渉
や
金
銭
問
題
な
ど
の
協
議
に
お
い
て
も
、

一
歩
も
譲
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
な
り
、
必
要

以
上
に
紛
争
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
ま
す
。
相
手

の
人
格
に
対
す
る
中
傷
合
戦
に
な
る
こ
と
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
な
る
と
、
一
番
の
被

害
者
は
子
ど
も
で
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
ど
ち

ら
も
大
切
な
親
な
の
に
、
親
同
士
が
お
互
い
を

攻
撃
し
あ
っ
て
い
れ
ば
当
然
子
ど
も
は
傷
つ
き

ま
す
し
、
そ
れ
で
な
く
と
も
ど
ち
ら
か
の
親
と

は
別
れ
て
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

離
れ
て
暮
ら
す
親
と
会
う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
別
居
時
に
は
、
子
ど
も
の
養
育
費
を

ど
う
す
る
か
、
学
校
に
は
転
校
さ
せ
る
の
か
休

ま
せ
る
の
か
、
健
康
保
険
証
を
ど
う
す
る
の
か

私
は
、
夫
と
別
れ
る
た
め
に
実
家
に
帰
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
夫
の
無
断
で
子
ど
も

を
連
れ
て
別
居
し
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。

な
ど
、
子
ど
も
に
関
す
る
だ
け
で
も
多
く
の
問

題
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
相
手
の
協
力
な
し
に

は
適
切
に
解
決
で
き
な
い
問
題
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
に
全
く
影
響
を
与
え
ず
に
別

居
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
子
ど

も
に
か
か
る
負
担
が
少
し
で
も
軽
く
な
る
よ
う
、

ま
た
、
夫
と
の
間
に
無
用
な
紛
争
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
も
、
子
ど
も
の
こ
と
に
つ
い
て
よ
く

話
し
合
わ
れ
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

実
力
行
使
で
子
ど
も
を
相
手
の
下
か
ら
奪
い

去
る
と
、
犯
罪
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
話

し
合
い
を
す
る
か
、
話
し
合
い
が
で
き
な
い
場

合
は
、
必
ず
法
的
手
続
き
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

実
力
行
使
で
奪
い
去
る
こ
と

妻
と
離
婚
係
争
中
の
夫
が
、
別
居
中
に
妻
の

監
護
養
育
下
に
あ
る

歳
の
子
を
実
力
行
使
で

連
れ
去
っ
た
行
為
に
つ
い
て
、
未
成
年
者
略
取

罪
（
刑
法

条
）
と
い
う
犯
罪
に
な
る
と

さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
場
合

も
、
実
力
行
使
で
子
ど
も
を
連
れ
戻
す
と
犯
罪

に
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
し
、
な
に
よ
り
、
実

力
行
使
で
子
ど
も
を
連
れ
返
す
こ
と
は
、
子
ど

妻
が
突
然
子
ど
も
を
連
れ
て
実
家
に
帰
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
以
前
か
ら
私
と
妻
の
関
係

は
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
妻
と
離
婚
す
る
の
は

仕
方
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
子
ど
も

は
渡
し
た
く
な
い
の
で
、
連
れ
戻
す
つ
も
り
で

す
。
何
か
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

弁護士（元高等検察庁検事）
愛知学院大学法科大学院特任教授

國田 武二郎（堀松出身）

東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成 年 月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすなろ
法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成 年から愛知・三重両県の産業保険推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。



離離
婚婚
にに
伴伴
うう
子子
どど
もも
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

ケ
ー
ス
で
は
、
夫
婦
の
別
居
中
に
子
ど
も
の
奪

い
合
い
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
こ
の
共
同
行
使

が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
場
合
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
離
婚
に
至
っ
て
い
な
い
夫

婦
間
に
子
ど
も
の
監
護
に
関
す
る
紛
争
が
生
じ

た
場
合
は
、
家
庭
裁
判
所
に
子
ど
も
の
引
き
渡

し
を
求
め
る
手
続
き
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

具
体
的
な
方
法

子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
が
ら
で
す
か
ら
、
夫

婦
間
の
話
し
合
い
で
解
決
で
き
る
の
で
あ
れ
ば

そ
れ
が
一
番
で
す
。
ま
た
、
話
し
合
い
で
決
め

た
こ
と
で
あ
れ
ば
、
相
手
も
抵
抗
す
る
こ
と
な

く
子
ど
も
を
引
き
渡
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
高

い
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
質
問
の
ケ
ー
ス
の

よ
う
に
、
相
手
が
半
ば
無
理
矢
理
（
あ
な
た
に

無
断
で
）
子
ど
も
を
連
れ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
話
し
合
い
で
解
決
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
を
利
用
し
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
調
停
を
申
し
立
て
る
、
ま
た
は
審
判

を
申
し
立
て
る
と
い
う
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
調
停
と
は
、
家
庭
裁
判
所
で
調
停
委
員
に

間
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
話
し
合
い
を
行
う
手
続

き
で
す
。
話
し
合
い
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
調
停
委
員
と
い
う
第
三
者
を

介
す
る
の
で
相
手
方
と
顔
を
合
わ
せ
ず
に
話
し

合
い
を
で
き
ま
す
し
、
第
三
者
が
間
に
入
る
た

め
、
当
事
者
だ
け
で
話
し
合
い
を
す
る
よ
り
も

冷
静
に
話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

審
判
と
は
、
家
庭
に
関
す
る
争
い
に
つ
い
て

家
庭
裁
判
所
の
審
判
官（
裁
判
官
の
こ
と
で
す
）

も
を
紛
争
に
巻
き
込
む
こ
と
に
な
り
、
子
ど
も

の
心
身
に
著
し
い
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
す
。

話
し
合
い
の
方
法

別
居
中
ど
ち
ら
が
子
ど
も
を
育
て
る
か
、
奥

さ
ん
と
話
し
合
い
が
で
き
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
話
し
合
い
が
う
ま
く
い

か
な
い
場
合
や
、
話
し
合
い
自
体
が
で
き
な
い

場
合
は
、
法
的
な
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一
刻
も
早
く
子
ど
も
を
取
り
戻
し
た
い
の
に
、

法
的
手
続
き
を
取
る
と
時
間
が
か
か
る
と
い
う

理
由
で
こ
れ
を
拒
絶
す
る
人
も
中
に
は
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
切
な
の
は
、
親
の
希
望
を
い
ち
早

く
実
現
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
双
方
の
親
が
協

力
し
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
最
良
の
環
境
を
い

ち
早
く
整
え
る
た
め
に
も
、
任
意
の
話
し
合
い

が
で
き
な
い
と
判
断
し
た
ら
、
早
め
に
法
的
な

制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
裁
判
所
の
調
停
や
審
判
を
利
用
し
ま
す
。

別
居
中
の
子
ど
も
の
引
き
渡
し

離
婚
に
至
っ
て
い
な
い
夫
婦
の
場
合
、
ま
だ

双
方
に
親
権
が
あ
り
、
子
の
親
権
は
婚
姻
中
は

夫
婦
が
共
同
し
て
行
使
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
、
親
権
の
一
内
容
で
あ
る
子
ど

も
を
養
育
監
護
す
る
権
利
、
子
ど
も
を
住
ま
わ

せ
る
場
所
を
決
め
た
り
、
子
ど
も
に
し
つ
け
や

教
育
を
し
た
り
す
る
権
利
（
監
護
権
）
も
夫
婦

が
共
同
で
行
使
す
る
の
が
原
則
で
す
。
質
問
の

子
ど
も
を
連
れ
て
家
を
出
て
夫
と
別
居
し

て
い
ま
す
が
、
夫
が
保
育
園
か
ら
子
ど
も
を
勝

手
に
連
れ
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
子
ど
も

を
取
り
戻
す
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
れ
ば

よ
い
で
す
か
。

が
結
論
を
下
す
手
続
き
で
す
。
調
停
で
話
し
合

い
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
自
動
的
に

こ
の
審
判
手
続
き
に
移
行
し
ま
す
が
、
調
停
を

申
し
立
て
ず
に
い
き
な
り
審
判
を
申
し
立
て
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
審
判
で
は
、
裁
判
所
が
一

切
の
事
情
を
考
慮
し
て
子
ど
も
の
引
き
渡
し
を

認
め
る
か
の
判
断
を
し
ま
す
。

緊
急
性
が
高
い
場
合

調
停
や
審
判
の
よ
う
に
家
庭
裁
判
所
を
利
用

し
た
手
続
き
に
は
、
結
論
が
出
る
の
に
相
当
の

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
調
停
を
申
し
立
て
て
か

ら
最
初
の
調
停
の
日
ま
で
で
も
大
体

ヶ
月
は

か
か
っ
て
し
ま
し
ま
す
。
し
か
し
、
調
停
や
審

判
の
結
論
が
出
る
ま
で
待
っ
て
い
て
は
、
調
停

や
審
判
を
申
立
て
た
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
場
合
や
、
関
係
者
の
生
活
に
困
難
や
危
険
が

生
じ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

妻
子
に
暴
力
を
振
る
う
夫
か
ら
逃
げ
出
し
た
と

こ
ろ
、
夫
に
居
場
所
が
ば
れ
て
子
ど
も
を
連
れ

去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
調

停
や
審
判
の
結
論
が
出
る
の
を
待
っ
て
い
て
は
、

子
ど
も
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
危
害
が
加
え

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
緊
急
性
が
高
い
場
合
の
手
続
き
と

し
て
、
審
判
前
の
保
全
処
分
と
い
う
制
度
が
あ

り
ま
す
。
審
判
前
の
保
全
処
分
と
は
、
審
判
申

立
後
、
審
判
の
結
論
が
出
る
ま
で
の
間
に
、
将

来
の
審
判
内
容
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に

子
ど
も
の
引
き
渡
し
を
仮
に
命
じ
て
も
ら
う
制

度
で
す
。
離
婚
に
至
っ
て
い
な
い
夫
婦
間
で
も

こ
の
審
判
前
の
保
全
処
分
で
子
ど
も
の
引
き
渡

し
を
仮
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。





休日夜間当番薬局 時間 午後 時 午前 時
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【 お 断 り 】
このコーナーは、当町で届出
をし、希望がある方のみ掲載し
ています。他市町村での届出を
予定し、掲載を希望する場合は
届出書の余白に 広報掲載希望
とお書き下さい。
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当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所

日
（日）

ひよりクリニック 志賀町富来地頭
くすりのまき薬局 宝達志水町今浜

保志場医院 羽咋市的場町

日
（日）

松柳医院 羽咋市島出町
富来あおぞら薬局 志賀町富来地頭町

羽咋池野整形外科医院 羽咋市南中央町

日
（月 祝）

前川医院 羽咋市酒井町
志雄瑠璃光薬局 宝達志水町荻市

西村内科胃腸科クリニック 宝達志水町今浜

日
（日）

金田内科医院 羽咋市千里浜町
羽咋菜の花薬局 羽咋市柳橋堂田

疋島クリニック 羽咋市旭町

日
（日）

おおの整形外科クリニック 羽咋市鶴多町 クスリのアオキ羽咋店
青木二階堂薬局 羽咋市石野町

向病院 志賀町富来領家町

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所

日
（日）

ひよりクリニック
くすりのまき薬局

保志場医院

日
（日）

松柳医院
富来あおぞら薬局

羽咋池野整形外科医院

日
（月 祝）

前川医院
志雄瑠璃光薬局

） 西村内科胃腸科クリニック

日
（日）

金田内科医院
羽咋菜の花薬局

疋島クリニック

日
（日）

おおの整形外科クリニック クスリのアオキ羽咋店
青木二階堂薬局向病院

大
念
寺
八
幡
神
社
秋
季
祭
礼
に
参
加

し
て

年
。
祭
り
に
か
け
る
男
達
の
熱

い
思
い
と
、
毎
日
夜
遅
く
ま
で
獅
子
舞

の
練
習
を
し
た
子
ど
も
達
の
努
力
す
る

姿
を
見
て
、
伝
統
を
守
っ
て
い
く
大
切

さ
を
感
じ
た
。

し
か
し
、
年
々
減
っ
て
い
く
子
ど
も

達
や
青
年
団
で
、
あ
と
何
年
こ
の
光
景

を
守
っ
て
い
け
る
の
か
。
宮
入
り
し
て

い
く
神
輿
を
見
な
が
ら
思
っ
た
。



このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サークル
仲間の写真等コメントを添えて情報推進課広報放送係までお送りください。

石田　心
こころ

ちゃん

　
　２歳の誕生日おめでとう。踊りをし
たり、化粧のまねしたり・・・。日に
日に成長していく心を見ているのが頼
もしいです。もう少しでお姉ちゃんだ
ね。みんなで仲良く、笑いのたえない
家族になろうね。

稲岡　珀
はくと

斗ちゃん

　
　１才のお誕生日おめでとう。好き嫌
いなく何でも食べてくれる珀チャン‼
これからもいっぱい食べていっぱい動
いて元気にのびのび育ってね。
春には、お兄ちゃんだよ♥

大岡　未
みらい

來ちゃん

　
　１才４ヶ月の未來ちゃんです♥歌が
大好きでお手てもお尻もフリフリ、踊
りがとっても上手です。パパとママは
自然と笑顔になっちゃうよ。やさしく
素敵な女性に育ってね。

真赤に実ったりんごを収穫する楽しみ、
もぎたての美味しさを味わう喜び。
お世話になった方へ贈るもよし
りんご狩りを存分に楽しんでください。

　　≪と　き≫　　１０月４日（土）～　１２月初旬（予定）
　　　　　　　　　　　　午前９時～午後４時
　　≪ところ≫　　志賀町とぎ実験農場 りんご園

品種名 特　　　徴 販売価格
(１kg) 収穫時期

千　秋 甘味酸味共に中位、果汁が多く芳香あり。
食味は極上。（中玉：濃赤茶色） 500 円 １０月　４日～

陽　光 甘味が強く酸味は少ない。特有の香気があ
る。（農場推薦の林檎）(中～大玉：濃赤色 ) 500 円 １０月１１日～

ふ　じ 甘味が多く酸味は中位。果汁が多く、食味
は極上。（林檎の王様）(中玉：濃赤色 ) 500 円 １１月　８日～

（予定）

※　団体でご来園の場合は、
　　予めご連絡ください。

≪お問い合せ先≫　　　　　石川県羽咋郡志賀町香能ろ 64
　㈶志賀町公共施設等管理公社　　 TEL 42-2617　
　志賀町とぎ実験農場　　 FAX 42-2613

NN
ナ チ ュ ラ ルナ チ ュ ラ ル

aturalatural  tt
タ イ ムタ イ ム

imeime 3 3 男性 : 志賀町在住または勤務の方　参加費 :4000円
女性 : 石川県内の方　　　　　　　参加費 :1000円

場所 : 能登ロイヤルホテル　２F
日時 :11月 8日　午後6時30分　受付開始
　　　　　　　　　午後7時　開始
※当日受付は行っておりません。事前に申込みが必要です。　

申込み・お問い合せ先　
http//www.kac-net.com/natural/
または事務局0767-32-1111( 役場 ) 小谷内まで
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